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'港頭言｜官界刷新への期待
一一

絡職以來政治、經濟、文化等國家のあらゆる面に於て封建的な勢力が聴逐され、國民生活の全般が民主化

の線に溜って暁皮して行く中にあって、國民生活に重大なる關連を持ち潅大な人員から構成されて居る官界

も、圃家公務員法に依る官吏制度の改革に依り民主化の大枠の定めらること上なった。

然しながら官史が法律運用の鍵を握って自己の特擢を維持し談けた過去の資趨こ鑑み、國家公務員法がそ

の制定の本旨に従ひ合理的に蓮用さ恥るかどうかは甚だ疑問とするところである。

と上に官界の質吠を凝覗し、刷新に對ずる今後の進展を監覗しなければならない。

現在官界に於て特擢官僚が官吏總謹の中極めて少數でありながら人事、溌算、給與その他の重要ポストの

大部分を占め遁大な行政機構の蓮菅に不動の權力を保持して居る。

從來衆識院や時に貴族院､擢密院の磯籠の大部分は特腿官僚立身者が占めて居たため､彼等は軍閥､政溌

と並んで大き蹴政治力を有して居た。今日貴族院、枢密院の溌止、政界の民主化に依りその基盤を失ひ、政

治的に大きな後退を見せたと臓云へ､筒行政機織支配の丙部的質擁を有し法律の起草並に運用等を邇じて霞胤
來に鍵らぬ泌力を有して居る。

i･

か上る特樅官僚の官界濁專は正に専制國家の特徴であるが、今日民主ｲﾋさるぺき日本に於て筒隠然として
存在して居ることは看過し難き事資である。、

叉、新憲法に基き根本概念として官吏は國民の公僕であることが明らかにされ、更に國家公務員注に瑛り

今後の官吏の進むべき正しい方向が規定され、官界は民主匙への一歩を踏承出したのであるが、同法ほあく
まで官吏のあるべき大枠を定あたものであって、苧企新しも､皮袋に盛られた酒を如何に･歩ぺきかは重要な課
題である"･

民主國家の行政に於ては所管業務に素人である特權官僚よりも專侭的知識と灘験により、責任を以て業務
を逢行する技術官や民間出身者が官吏として重用されなければならないことは論議の餘地力無い･特に敗戦
日本に於て蓑源、生産、技術の面から奮然計蚕行政､助長行政が行ほれねばならない今日淌更然りである。
こ上に我黙は皮袋に盛らるべき酒としての専門家が官界に大いに登用されることを主張するのである。、

國家公務員法によれば能率的な職階制と公平ｳ､自任用制度とが確立されることになって居るが、これが如何‘・
に汰定され運用されるかは官界の民主化を左右する重要な問題である。職階制の淡定に営って安易な方法が

とられるならばそれは単に現在の特灌官僚力竣配する機織を肯定し之を科學的擬装によって裏付けを與へる
結果に経るであらうっ去る六月三上○○圓ペースの§鐸給支給に伴い全く本来の趣旨に反する職階制が施行
されたが特雛官僚はこれを以て國家公淡員法に基く職階制への伏線として居る。

我燕は今後施行される職階制が如何なる規定事蜜にも支配されることなく、科學的根擦に立ち、自由な立
場により確立され、理想蕊機構をつくり出す基礎となり、率門家の登用官界民主化への田發穀となることを
切望子る。〈日本科學技術連盟幹事童氏寄稿）
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林 業試験 荻原貞夫

獅業の試験ほ観察や調査に始まり営初は森林の樵成状態こうすることによって外挿法的ではある力鐘験範圏外に
或ひほ漁木の生長經路などの測定が盛んに行はれた｡鹿が．於ける噸の規模に對す･る結果が求められ､これを自然状
林産物利用の方面がその分野を播張し室内蜜験がこの主盤態の試験地に於ける結果と比較橇討するのである3以上述
となるに及んで林業と林達の研究者間に試験方法に關してべた虚は聯か抽象的であったが要するに林業で庭自然を對
對立的の室氣が生じた。後者は疫職の重要性を張調するの象とする研究が如何に重要である力錫といっても、軍に従

餘り從來の観察や調査的の研究方濁鼓科學性が少ないとし來の観察や調査のみに維始せず人工的の施設による賓験を
前者は森林それ自燈の研究上は勿論林産物についてもその以て補はなければ研究の進歩雲逵泳促進されぬであらi･

性質が不均濟であるから精密な蛮験よりは寧ろ演職試料窪更に試験或ひは賞験方法に關して塞ぎしいのは他の科學

澤のための調査の方が一層重要なり暁手段であると主張すに湖る労法や設備をそっくりそのま上森林や林木に應用
る｡林達部門のことぼ期jか専門を外れるから差控姓、こ上することのみに留ってゐてはならぬことである｡営初はそ

では林業部門の試験に對する卑見を述べてみたい。 れも己むを得ないであらう_し、その方法が優秀であれば大

いに剥用すべきである｡然しこの應用に維始したのでは狭
1試職の方法について い林學の分野丙筵は目新しく珍重がられて焔廣い全般の科

先に述べた通り林業試駁除先づ観察縦査に始霞やた關係學界に於ける林學の地位を高めたものとはいわれない。林
上自然その童些を鯛として取扱ったものが殆んど犬部分學に挑はる研究者は穎淋や林木についてほ他の人糞より多
を占めてゐたbこの方面の研究者は室丙資繊を極度に嫌ふぐを知ってゐるほづである｡‘従って赫學穏自の方法や設備
向きが多かった｡賀例として筆者の専門である森林の理水を工夫考察う-べく黙念しなければならない｡低の方法が如
機能に關する試験を探ってみよう。流量測定のための施設何に勝れてゐるにしてもこれに何らか科學的鍵革を加へた
及び有林と無林の場合の流量の比較を目的として行はれるとき進歩があるといばれ、新しい意職に基く方法を發見し
伐採は別としてその他の人工的鍵化を自然流域に加へるこてこそ一大飛躍があったと稲すべきであると思う。
と．には賛成を得られない。ましてクソクリートの枠内に流2結果の取纏め方について
域の模型を作って資験しようなどといえば立所に排繋され

調査を主臘とする試験結果の取綴めほ統計が主鎧となる
でし童5．勿論自然流域に於ける試験は戯多い因子が及ぽのば営然であって當初これが盛んに行はれた。そして原因
す影響の綜合された結果としての資料が得られる黙で軍要と結果の親密さを表はすたあに統計學中の_方法噛る柵
である。然しcifによって導かれる法則は普遍性を欠いて

ゐるcとは否めない。この意味で影響する因子を掛來るだ關關係の膳用が大流行であったp拒關について盛んになつ
け純粋なものに分析し得る人工的の資験も叉無意義ではなためが自然法則の敷式化である。赫襄の研究對象に侭その
ぃ｡側へ塵主要園子で…峰,方臓纒慶と膨悶･繼撹篭鴛鴎漁嘉譲臺震憲
藷憲鱸讓駕継蝋鍾震鑪撫総繍鑪鰯瀧蕊麓
と人工的の資溌とを併せ行いこの雨着が歩みよって蒋遍法表現の技術が研究論文の－つの重要な部分となっなことば
則を作り上げるよう1こ向きたいものである。 溌験の進歩の上から眞に喜ぶべきはづであjつた。虚が一面
筒理想をいえば人工資験設備の規摸には限りがあるから この技術が風用され過ぎた事賓も見逃せない。その最も箸
可能な範函丙で規摸そのもの詳愛化し、蜜鹸結果灘規模にしぃ例は少駿の賞験値から複雑な型の實麓式を求めること
伴"てある鼬上をするならばその醒殿として表はすことをである。一燈自然現象の複雑なのは影響する因子の多いた
したい。 めに外ならない。若しこれらの因子を適當な方法で分析す

(筆者〕農學博士、東京大學教授

･

ることが出來，軍一の原因のみの影響の下に於ける現象を

－〔1〕－
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みるならば、それら雨着間の關係はさして複錐ではないと

考へられる。林業方面で取上げる現象ほ多くの原冠によつ

－て起るといってもその研究の目的が現象とそれに原因ずる

一つ或いは少戯の主要因子との關係を求必ることにあると

すれば、出來るだけ簡単な型の蛮験式を採用すべきであろ

う。これは何も術に直線型を採用せよとゆう意味電はな

い。その關係がある型の曲線で表わされ、或いは極大・極

小を有するなどの傾向のあること力推定出來る場合には、

それに相雷する型を坂らしむべきことは勿論である。た壁

鐵験や調査の費料の象が唯一の手掛りの場合には「出來る

だけ簡箪に」の主義を尊重じたいと思う。簡単な公式ほど
應用性が大きいとゆり事溌も記憶しておく必要がある。

次ぎに蜜織式の適合度の問題について考へてみだい。一

時は適食度の大きい式を求めることが研究の毛禮とされる

ことさへあった。適合度は勿論大きい方がよいには違いな

い｡然し乍ら注意を要ずるのは蜜騒式の表満-意味を忘れ
‐てはならぬことである。最も｡F易な例として次ぎの場合を

考へよao直縦的の關係にある蕊とyの寶數資料があっ
たとする。これに對して蜜験式はj':=α彫とツ=a+6罪の

二つが考へられる。適合度の黙からいへぼ後式を用いる方

がよいに沙ってゐる。何故ならば實駁鴬敷が一つ多いから

である。然し乍らその；-象の性質上、苑が0であるとき
yが0であることが推論される場合には適合度が劣って

も〃＝“:を用い琴べきことはゆうまでもない。或る質験
結果に脅してAI3:j'=""を用いて發表を行糸とする。
魔がその後Bがy－α＋6発の式を適用して、自分の式の
方が適合度が高いとの理由を以てAの羅諭に勝れたりと考

へたならばどうかdBはy=a+6"+"霞を深用する0に

よって再びAと同様に敗者の立場におかれるであろう。こ
~

の論法でいくと、y=Q+酔十"B2+"3+...･…のように膳
欺萄一つでも多く持つ式を用いるものが勝つことになる。
の適合度のみを以て愛識式の優劣を論ずる愚かさは以上で

〃

明かと思う。然し次ぎの場合は違う。.それは資塗営數の駁
'侭増さずに式の型を鍵へる場合である。例へぼツーα＋6宛

の直綴式の代りに〃＝αｴﾙ又;まy=agb,鱈などの型をとって
みる。そして適合度がよく應用上も大して不便さを増さぬ
場合にはそれらの式の採用ほ一腫考慮さるべきである｡但
しこのような場合には式の型力洗づ推論によって定められ
ることが多い。要するに蜜験値そのものの精度が大きくな
く叉欺も多くないのに徒らに複雑な式を用いることは良い

趣味とはいわれない。これは膳駁決定の最小二乘法の勉鰻
にはなるかも知れないが、研究結果そのものを償値づける
何ものでもない。

以上は駁學的遊戯に對する警告であったが貴重祗資繊値
の坂陵いぶ組末すぎるのも鐙へものである｡例へぼ多犬の

~ -(I－〈2

時間と勢力をかけた資験値から簡軍な平均値それも算術平

均値を只一つ求めて結論にしてゐるような場合である。こ
の平均値は一燈どの位の精度を狩ってゐるか位のことは附

記して欲しい。精度を示してあるとないとでは應用上の侭
値の雛で格段の相違がある。この精度は菫般に｡F均二乘誤

差或いば推差の平均値に對する比の値で示される。上記の

誤差の求め方は初歩の統計や最小二乘法の書物に載ってゐ

る。林梁試験の疫験値の總てがこの程度に調澳されてのち
發表されることを望む次第である。〆

絡りに、も一つ附記したいことがある。寅験式に開する

研究中に蜜験方法を精密化し､､過去に於て發表された賞鹸

式の常敷値を決め直う-ことを目的とするものがある。改め

られた購敷値は疫験方法の適正さを認める程度に於て債値
づけられるのであって、これについて問題はない。こ上に

問題となるのは同種類の愛験に鍔じて型の異る式を用いる

場合である。常数の駁の穀でも複雑さの謡でも震式と大差
なくた蟹蜜敦値に對する適合度が大きい故を以って、自分

の作った新式を勝れりとすることが出来るであろうか。若
し適合度の比較の場合に資験値としてば自己のものを用ぃ

奮式の常澱は同式を發表した人が求めたものをそのま上用

いるとすれば雀しく不公平である。そj'は薑式の常歎はそ

の式を求めるため蜜験値に最もよく適合するように没定さ，
れてゐるからである｡-從って新しい資験がより精密になさ

れてゐると自負するならば新しい賞験値によって蕾式の膳

蝋を沢め直した上で溌式と新式の適合度を比較して優劣を
論じなけれず正鴬ではない。（柊）
言一一一
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赤 松の伐期齢、
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1，．緒言y･･･…各種總生長蕗．．…赫齢躍息…･生長開始年
2，伐期令の職能と種類並適用上の傾向，を基礎として求められる係數力･ｵ．α･･･…常駿

なる生長曲線方程式を與へられ夫該方程式力撮も完全に且
3，アカマツ林に適用する伐期令

つ解析的に各種穂生長を表示し得るものであることを主張

し､該曲線式を基礎として生長法則を吟醸しているのであ
･1．緒言

る･

伐期齢なる術語の下に與ﾍられている定義の概念臆學電然し乍ら如上三氏の研究からはく'〕法正生長なるものは
によつて一様でないが、吉田博士α〕は 一定の生長法則に従ふべきcと（2）生長要素相互間には一

伐期齢とは林分（伐麗式作業の場合)叉は樹木鐸伐作定の法則的關係の存手ぺきこと(3)生長法則は地位の真否
業の如き〕が何等障害なく完全なる生長をなす場合の合一に従っ-t常に一定の規則正しい關係を保つべきこと等が法
目的的なる主伐年齢を云ふ･

と規定してゐる。此の定義から劉鐵して伐期齢とは林分又正生長の條件であることが知られるのみでこ燕が法正生長
ほ樹木の生長が法正状態にある場合の合理的生産期間の指であるという歸一職ほ語んど見出し得ないやうである。即

ち三氏の研究は生長曲綴方程式それ自暖が異つでいるばか
標であると解することが凪來る。

蕊に於て林分叉は樹木の完全なる生長即ち法正生長とはりでなく其の誘導の根底を異にしており叉生長要素相互間
何んな生長状態であるかと云ふことが問題となるであろうに存すべき~定の法則的關係及迄が地位に對する關係等必
而して法正生長に開する研究は丙外蟻に多戯に上るが其ずし＆同芦をないので法正生長ほ何んなものであるかはそ
の研究所論は誠に混沌たるもので錐者には何んな生長が法の理論に於て既に學者の所論見解を異にし蕊どその歸一鮎

を見出すことが出來ない。従って法正生長に關する定競を
正であるか一向にピントしないのである。

即ち本邦でば其の代表的研究として寺崎博士（2）長岡知り得ないのである。
博士(3)青田博士“〕の研究があり寺崎博士は・筆者は先年アカマツ林林分收穫表調製にあたって如上の
Xi･y･….､各種総生長蕊KI･･….儲数状態から何んな林分を法正状態と見て資料差蒐集すべきか

〃＝睡オオ.….､年齢g…自然對欺の底に苦心したのであるが､法正絲法正生長の概念の明確でな
ー一

い今日、收穫譲請蕊嬰に當つては法正状態と云ふととよりは

註望謂噌:舗謝響學…畷諄年3版寧ろ施業上あ基準林又腫目論表としてｱｶﾏﾂ林の雛か
（2）寺崎渡：皆伐喬林の林木の生長法則
林學士會報第13銑大正元年ら餘り懸離れないこと、現地應用の容易であることを條件
(3)長岡女之進:法正林の概念林學曾雑誌第26號としてこの際件の下で正常な生育状態を表現する上に適篭

（4）吉田正男:同齢軍純林に於ける草木及林木のと認めらｵ''る林分の標準地について資料を蒐集し、之を基
生長曲線に關する研究東大演習林報告第5説‐礎として收穫表を調製したのである。
昭和3年、〔註》植杉哲夫;岩手地方赤松天然林の生長及收穫に關

する研究昭和19年〈未雲〕
長岡博士は

y=Z進一⑦+1XZ－α)1， 弦で正常な生育状態と云ふのほ
，(難-珂壷(pW)

”…舎種総生長”…跡繍，…錘…最鯛篁雲霞蕊霊蕊蕊懲鷺雲歸、

大なる時の年齢か…･生長係殴α･･…･各種生長の は全瞳的に均正な飽和状態を保ってL､ること
開賄う-る時期（生長開始年)K･…･･各生長が最後に(3)各林木は夫友健康状態を呈して胸､ること
達し得る最多の量 等を具備する虚の林分構成を目標として條件付け〔いるの

〃鰯一で築者の收穫表は如上]の下に蒐集した標準地の賛料を吉頓博士は

'＝－－－K((z>0) 剃縁と〃α篭主副林木合計胸高綴鬮画積
“十一鍔‘“ 〃主副林水合計平均胸高直座

〔錘者〕農林技官林野局計寮課．〃〃必営主赫木本数．
一一（3）一一
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ー 楯.杉：赤松林の伐期齢
－－－6

〃主林木胸高總籔面積全く固定的なものでなく伐期齢決定の基礎をなす虚の林業
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

〃主林木平均胸高直錘經誉の鼬異､即ち此の生産目的朧一般經濟観念の發展推移
主林木季均胸高直錘と主湘く本殿に依って常に鍵遜劾嬬しつつあるが篇に之に伴って鍵遜し〃

林分形敷從來から提出された伐期齢にば種交なるものが含まれてい
ま林木平均樹高と林分形数る。
との間に存含-る回歸曲線を見積りその標準偏差を應用して 即ち伐期齢は生産目的如何並にその鍵移に從って決定の
統計駁學的に吟味取捨して調製資料を決定し、次で調製に基礎性質共に異なるので極めて多元的であるが、從來最も
雷っては先づ地位はR"1r氏曲線法に生長曲綴式を併用し普通に適用され來たったものは土地純收溌最高の伐期齢で
て定珍、總幹材積及その計算諸要素の決定に雷ってば能ふ通例理財的伐期齢と謂はれ所調土地期望便（土地貢租〕を
限り諸家の研究に係る生長法則及塞長曲線式を應用するの最高ならしめる年齢を以って決定される伐期齢である。雷
ほか､蹄納的に一般慰理統計的方法を併用ずる等調製上の・國有林施業案観程に於ては其の51條､冨御料林施業案規
一意全を期したものである。

種でもその47.條に統盆最多の伐期齢に依る輪伐期の選定
徒て筆者調製の岩手地方アヵマッ林林分收穫表は該地方が定められている。

アカマツ林が正常状態にある場合の生長及收護を示すもの而して一般に現代の經誉は資本主義的に行はれているこ
と差ふことが出來る。然し乍ら如上の観識から調製していとが事蜜であっても林業も亦誉利を主目的として經誉され
るので伐期齢なる術語の下に要求される法正生長とはピッているのが普通であると云ひ得るであろう。即ち資本主蕊
タリしないものがあるであらうことは明白であ愚が、如上經濟思潮の下では資本の増殖を指標として經誉されるので
條件の下に正常泳分と認めたアカマツ林の生長状態であるあるから､收盆性の概念から出發することが絶對的である
ので收穫表に示されている生長及收礎は岩手地方アがマツと云はねばならない。
た對する伐期決定の資料として充分なものと考へる。

斯様な見解をもってずれ絢我期齢は收盆率の最高を指標
而して主要欝種の伐期齢の吟味に關してば筆者が青森支とする伐期齢が合理的であると云ひ得るのもある。
場在勤屯舂森誉林局の要請も‘あったので本稿は如上の観黙然し乍ら從來林業では純收盆の絶對額、劇】ち利潤絶對額
から､筆者調製の收穫表を基礎資料どしてアカマツに就ての最大を指標とする伐期齢就中理財的伐期齢が普通適用さ
吟味した一例である｡‘新譲足する繧誉案編成の資料としてれているのである。作業の場合何故斯儀に最合理的な利潤
役立つ事があり且つ大方の御批判を仰ぎ得るならば幸であ率に依らずに利潤絶對額に依擁するかは明確な判断を與へる。

得ないやうであるが、恐らくは*操資本を現資的に明白な
・2伐期齢の職能と種類並遜瑚上の傾向 らしめ得ないこと、林桑の多くが國家の様な冒犬読本に依っ

て經誉されていること等の簸境の然らしむること上猫譲さ
伐期齢の職能は れる。

α〕林分叉ほ樹木の合目的的なる最高材頼或は伐採鐘而吹斯溌な傾向の下で従来は利潤絶對額を指標とする
を讓想的に規定し指示する 雨着即ち森林純收獲最多の伐期齢は經濟的伐期齢と呼ばれノ

（2）作業級の合目的的なる蓄積量を蕊想的に限定し指叉土地純收穫最多の伐期齢が理財的伐期齢と蒲せられ純較
示する

利的見地から吟味され來たったのでおるが、此の二者の伐
臼）輪伐期決定の基礎を提供する 期齢の可否に就てほ賛否聯相對立し遂に蹄一船を具現す
等の諸項に歸着する。〈註、吉田正男:理瀧森林經理學ることなく今日に到っている状態である。即ち森林純收溌
昭和'5年第s版〕而して伐期齢は如上の諸項から樹木又識を拒否しようとする萌者ば
ほ林木の蓄積或は伐擬量延いてほ作業級の生産を主として （1）林木資本の利子が無覗されていること

量的方面に於て合理的ならしめやうと子る生産期間を指示（2）利子發生の時差が無覗されていること
する任務を有するものと判獣することが出來る｡即ち伐期（3）算識期齢が普通高過ぎること、

齢は施業の事前に決定されるもので非現漉的溌想的なもの等を指摘し又土地純收穫競に反劇する論者は
であるごと明白であるひ此の故に之力鍛定に営ってば諸般<1）生産期間の長jj､林業では利率の決定が困難であり
の事情から考察して將來の受営性が充分に裏付けられなけ妥営性を保持し得ないこと
ればならない。－

（2ノ利率の大きさの影饗が鋭敏過ぎること
而して亦伐期齢は如上の諸項から判断し伐期齢は一定不（3）蝉定伐期齢が低過ぎること
塗なものとして懲想的に固定付けられなければならないが等を指摘している｡侭し郷の傾向に於ては土地純收溌説

一〈4〉一一一
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植 .彰：赤松.林の伐期齢

に對する麦鍔者が多かったやうである。ること坐なった。

如上説述し來つたやうに從來伐期齢適用上の傾向として斯犠な移行は賓本主義誕濟から註會主蕊的經濟へと愛移
純收盆主義が採用せられ債緒無關係的伐期齢及總收礎張蕊しつ上ある現下の經濟思潮の下に於ては鋤こ営然なこと上
に依る伐期齢の多くは否定されているのである。、肯定し得る虚で、部ち今日に於ては貨幣的経済が物の經濟

然るに近年の愛情は、に置換へられっ上あり叉現賀の經濟精勢の下では貨潅償値

(1)經濟的諸蕊備特に貨幣償値の鍵動が激甚で純絞利の不鍵的前提は全く考へられないばかりでなく、貨幣侭値
的算定の伐期齢は將來の合理性に乏しいことの-定不愛を前提と誉る利率即ち林利の如きは塗<考へ得
（2）一般經濟界に於ける利率が甚し<低下し從來のやられない賓情の然らしむる虚である。

うな重要性を失k,つ上あること 如上の材積最多主義は現下の物量經濟に削腫しで林地の

（3）貨幣主義經濟よりも物量經濟がより重要性をもち‐最大生達力を發揮せしめんとする方途と考へ虚Lるが、こ
つ上あること のこ.とほ林地の軍位塗最大生産愛を目標とするもので國有
等から直接貨幣的要素を錨純收金主識蕊調とする伐期林の施業も恐らくほ斯うした指向に鑿移するものと思考し
齢はその固定性と將來性とを失ひつ典あることは否定し得て十分であらう｡副ち現下の經濟事精下に於て蝿齢の固
ない魔である。g'】ち近年瀞備經雲上の傾向として從來不合定化と終來に對する合理性とを高度に求めんとするならば
理なものとして一つの歴史的存在の妬《扱はれ來つた便絡生産量第一主義以外に道のないことを筆者は湿調したい。
蝿淵係的伐期齢が重覗されるやうになった。 否林業關係者の総てが斯巌な考への下にあること人確信す

即ち震國有林施業案に於ﾗﾘﾆほ謹年施業案規程第5’條のる鰯で殊に國民の木材需給調節上大なる使命を有する國有
純銀は利率観念を離れ一つの森林純職穫読と解される損盆称に於ては率先して此の指向に進むべきであろう。，
計算の方法に依って定むるこ,と入解されるに至り、理財的

3アカマツ林に適用する伐期齢
伐期齢決定上最も困難ごあり叉不鍵性に乏しい利率襯念を

捨てる仁と上なったっ然し此の方法とて筒收織義から雛‘鋤こアカマツ林の伐期齢として吟味を試みんとするもの
腕し得ないものである。然るに昭和哩年森林法の改正がは，上述の思潮に従ふ虚の材穣收穫最多主蕊の伐期齢であ
行はれ民有林に勢して施業案編或が義務付けられたが昭和る。
15年民有林施業案規程力荊定されるに及び同規程第28條息積收獲最多の伐期齢とは~定面種から平均して毎年最
では『伐期齢は地位に依り平均生長量を職に見込み得<多量の木材詮收穫し得べき年齢を以て定められる〈註｡吉
ぎ時期を以て之を定むぺし』と規程され、更に本年度から田正男:理論森林經理學昭和15年第3版）伐期齢であ
資施された國有林經誉規程第鼬條ではr伐期齢は伐期平る。斯した伐期齢の必要性は醜に前項に読述する虚であつ
均成長量叉ほ收穫量が最大の時期を基準として生産材の利たが、競って現下並に將來の木材需要の趨勢に鑑みるとき
用便値を考慮して之を定めるものとする」と規程される等一定の土地から成るべく多量の物趣き産出することは林業
従来の純收益主義から一躍材積最多主義の伐期齢へ鍵移すの使命として必須のことに鰯し自然國民經濟の大勢に順應

第1圖幹材積連年及平均生長激曲線（主林木）－－連年生長量曲線…．．…････平均生長量曲線
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植杉：赤松林の筏期齢

するものと再認識されるのである。（註、藤島信太郎：森

淋施業計鐙上巻昭和16年初版）

而して材積收穫最多の伐期齢は材積の平均生長蛍力撮大

を示す年齢を以て定められる伐期齢であること承知の通り

であるが此の場合の材積收護としては主伐收穫だけに限定

するものと、間伐收穫をも含めて老へるものとのこ巖があ

る。即ち前者の場合は

型雌….､主伐收穫避此..….伐期齢
ルー

､
の最大を選定せんとするもので、後者の場合ほ

MLf加α＋"泌十ガガc･･････？"α’"6……

んα,6･.年度⑱間伐收獲

を最大ならしめんとするものである。

本伐期齢は如上の手績きに依って簡単に定め得るのであ

るが、此の場合赫地の最大生達力が發揮された場合の材積

收穫が具燈的に如何穰なものであるか、即ち林地或ほ樹木

の法正生長を如何にしで求める力､壁問題となる。此の悶題

は一定の森林に對しては收獲表があれば簡軍に併も正確に
定めることが出来るばかりでなく、森林取扱法が一定であ

れば愛移動揺の少ない性質のもので伐期齢として要求され

る固定性と將來に於ける合理性とが高度に發揮されるもの

である。
＝

收謹表に依て此の伐蛎齢を定める場合該收礎表が一定の．

森林に對して該林地の最犬生達量を標示するものであるか

否かの吟味を要するもので該收穫表の一定の森林に對する

受営性を前提としなけかばならないものである。

本項吟味の費料となさんとする譲者鯛製の收穫表は前述

の如く所謂法正生長を表示したものではないが､岩手地方
赤松天然林の正瀞林分の生長及收雄と認め得るので以下該

C

收機表の澱値を資料として此の伐期齢を考察ぜんとするも

のである。‘

先つ該收礎表の主材收礎即ち主*鉢の平均生騨を地位
別、林齢別に比較すると第1表わ通りである。

上表に従って主伐收穫最大の年齢を鏡ふに：
一

地位上55年6.32"23

地位中50年4.477"3

地位下、50年3.36"3
でおるが收礎表は林齢5年毎に表示されてゐるので如上の

年齢が虞の最大値を示すか否か不明である。即ち同表の平
均生長を見るに

地位上50～65年
地位中45～70年

地位下40～65年

の平均生長鐘は極めて類似し¥均生長曲線の極大値附近は

長期間極めて緩徐な鍵化の状態を綾け･Cいることが窺れ眞

の最大値は〔第1職参照ノ

ー一く

第1表主林木平均生長鐙
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地位上55年峠丘
地位中50～55年附近

地位T45～.55年附近

に存すること力顎はれる。

揃綴に5年毎の敷値では平均生長量の虞の最大値を制定
し難く連年値の算定を必要とするが呈方平均生長量と連年

生長麓との間に一定の大小の關係の存瀝す石ことば測樹學
の教ふる虚で雨生長曲線を間示した場合r平均生長量力羅

大に達した場合は両者の相一致矛るユ〔註、吉田正男:測

樹學要論昭和13年第2版。藤島信太郎：森林施業計謹

上巻昭和16年初版）ことが證明付けられてゐる。弦に

於て平均生長鐙連年値算定の蕊をさけ、如上雨曲線の關係

を圖上で吟味すると第1園の如くである。同圃に就いて平

均連年雨生長曲線の相一致まる即ち雨曲線の交叉儲を圃上
一

から積取るならぽ

地位上57年地位中55年地位下52年

で該林齢は主林木即ち主伐收穫を對象として考察した材積

收謹最多の伐期齢である。

次に此の關係を主間伐合計赫積}ご就いて考察するに次表
が得られる。〔第2表）

第2表から主間伐材積の合計値に就て前同機の吟味の下
に平均生長愛最大の林齢を見るに

地位上58年地陸中55年地位下53年

で最大値に達することが窺知され主伐材積のみの場合と同

巌の傾卿である｡然るに一方收篭表に於ける間伐收謹は主
林木の關係から統計的に算出したも”で間伐瞳を竣験値か

ら蹄納的に決定し難い今日では前述の主伐材菰を對象とし

て平均生長量の最大を輿へる年齢を定あることが安當のや

うである。

絃に於て岩手地方アカマツの皆優作業獄に對しては前述
の主林木平均生長鐙の最大を示す林齢

つ

6〕－－
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植 杉：赤松林の伐期齢

地位上57年地位中55年地位下52年、太浬木の生産の爲め高次の伐期齢まで存置することを許客

溌巽蟹駕
一

し得ないものあることを象知の事賓でを以て材猿收謹最多の伐期齢となさんとするものである。 百

長期の
第2表主副林木合計zF均生長愛

一一’積收穫最多主義に添憾ない

蕊
…Ⅶ~603783247021170

1 難鍵溌
－65

70

~i@75
180
L一七一--...-----. 大さ如何はさしたる重要性

一

の存しない虚の如くであるが現在叉は近い將來に漆て一足
飛びに木材繊維を化學的に虚理して所要の大さ張さに加工
し使用することば困難な虚で営分の林業としては用途別に
或る一定の大さを要求粥こと上なるであらう。
而して亦民有林施業案規程及び國有林經誉規程に於て材

職最多主鍍を採用したとは云え之は筆者の見解を以てすれ
ば，恐らくは工蕊的用途に支障のない範園に於て一定林地
からの材戟生産力を出來る髭け多からしめんとする指導精
.m樫思考するものである。即ち各用途別に適職=る形質の．
材を目途として伐期齢を選定することはある程度合理性の
存する虚で、材稜收礎最多の伐期齢選定にあたっても此の
關係朧十分懲重することが安営である芦思考する芯のであ
る。即ち錐者がこの關係を吟味せん｡とする所以でもある。、診

唯從来の施業案に要求され來つたやうな期待直座40-50
c加は現下の思潮から過犬なものとして常識的に判鐵して
誤りないものと築者は思老するので斯る大さは吟味の外に
除外せんとする．ものである。

收謹表に表示されてゐる敷値は地位別lこ毎5年に濁する
總幹材積及び之が計算諸要素即ち直浬溌高等の平壌鋪大

以上の吟味を以てアカ々 ツ林に適用する材蔽收穫最多の
、〃

･伐期齢は一應決定付けられたが弦に於て考ふべきこどは如
上の伐期齢に於て材木の大さ如何ど云魯ことである。即ち
如上年齢に於ける林木の犬さが將來の木材需要特に各種用

途別の合目的材種を生産し得るか否か壁問題となるであろ

う。鼓に於て以下如上決定の伐期齢に於ける林木の大さ及
､生産材種を吟味することLする。
先つ加上伐期齢の近似値各地位55年を選び收磯表か？
林木の平均的大さを鏡ふに次の第3表の如くである。

、第3表林齢年に於ける主林木の平均的

、大さ（所要要素の平均値〕

＝

一

一幸＝

部徴幹材(ﾅ"3）
"α

平舗高|胸‘営本職

q

上表から直に感得し得ることは55年に於ける平均胸高收謹表に表示されてゐる敷値は地位別lこ毎5年に對する
直錘が從來國有林施業案の要求する捌待直煙と相瞳の隅り總幹材頓及び之が計算諸要素｡即ち直浬溌高等の平壌鋪大
あることである｡-副ち青森誉林局に於ける從來の施業案にさを示しいるのみであるが故に舷に吟味せんとするが如き
於てはｱｶﾏﾂ林に對して伐期齢70年期待直径40-50材種別丙容を知c-んが爲にはこの收穫表に關騨せしあて調
c"2を一般的としその振幅は極めて少い(註､定政正賀：製された材種別收穫表を必要とするのであるが該確表に
管丙に於ける主要樹種の伐期齢と胸高直痙､海抜高､緯度就ては繁者目下研究中であるので､本稿醐確な資料を提
との關係について、春森林友昭和9年6月〕のである。供し得ないが目下研究中の材料から本稿に必要な程度の概
然るに最近の木材生産事精は期待直延40-50‘"2等の算を以て費料となさんとするのである。
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筆者の收穫表調製に關する報告（註､植杉哲夫:前掲判明識池ば收震表に對應する赫種別收穫が判明する筈であ
書）には收穫表に對應する林木構成状態、即ち毎5年の平る。．〔概算ではあるが）

色

均値に對應する直經分配及直座階別本殿胸高噺面積幹材獄鼓で箪木に付て筆者の調査した直座階別材種別取得量
が示されているので、舷に箪木の直通階別材種別取得量が（歩合〕を示すに第4表及第2－4圖の如くである。

、

第4表胸高直煙階別遥材歩合及材種別生産歩合

註1本表は箪水に對するものである。2遥材歩合は末木を除いた所謂丸太材積歩合である。
3材種別生産歩合に相應する丸太材穣を100とした材種別の丙鐸である。－
4侭級別歩含は普通操材､長材探材に共通である。5普邇擬材は13尺物を目標としている。
6長材探材は出來るだげ長い物を目標としている。
、7．爾探材共に曲りに依る品等上の鮫識を生じないことを目標としている。
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楯杉：赤松林の伐期齢 一

誇大丸太を主禮とし径6寸上が約90％に達し就中約60％

は中丸太を生産することが知られる。叉地位中55年では

中丸太を主魑とし約70％で大丸太は10％に達していな

い。次に（地位中〕小窪級52年に近接する50年及55

年では殆ど小中丸太で大丸太ほ2％に過ぎない。

斯嚴な生達状態が現下叉は將來の木材需要に平衡し得る

か否かを吟味する必要があるが､將來の木材需要の適確な
判断は極めて困難である。先づ現在木材の用途別需要が何

んな配布状態にあるかを窺ふに昭和21年度の農林省の生

産割當は次の第6表の如くである。

第6表に就て見るに需要の大半は一般土建材で枕木、パ

ルプが之に次いでいる。即ち一般材は針葉樹素材の72.5藩

に営り亥L,で腕木11j%、バルブ6.4%で合計約90%を占

め、その他10％を示している。而して如上の需要配布ば

昭和21年度の坐産割奮そのも・のであるが、臘來の需要状

鱒に就ても如上の傾向と大差ないものと筆者は想像してい
、・

る。

即ち一般土建材は將來共需要の大半を占めること明白で

唯杭木、パルプの需要は將來相営増加う-浴ものと推察され

る｡総じて蒋來共一般材､杭木､及バルブ･材が主燈を占め

そ？他の用途別が之に附随すること現在の傾向と大差ない
であろう。如上將來の需要状態に付ては資料不十分で適格

な判断を下し得ないが一噸

一般材70％パルプ・10％
抗木10％其の他10％

程度と推定している。※

如上の資料を基礎として前述の伐期齢(地位上57年、

地位中55.年、地位下52年）附近にある45－65年の各

齢階に付て材種別收穫表を調製するに第5表が得られる。

第5表材種別收謹表〔諜報〕
一一
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第5表に基いて材種別の收磯量を見るに平均生長量最大

の伐期齢地位上57年に近接する55年及β0年では中及器
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Ｉ
凸
Ｕ 計中の針葉樹見込渉合(％〕

針葉樹素材‘

歩合〔％）’
※而して之等用途別に對する操材標準を鏡ふにｱｶﾏﾂに如上採材寸法を鏡ふに普邇用材〔一般材うに就ては13尺
就ては第7表の如くである.唯木表に於ては坑木に對する物を目標とする､6寸裡以上祠くに就ては5-6寸径、
裡級が指示されていないが恐くは径.5－6寸長さ7－8尺7－8尺物、パルプ材ぼ｡2生5寸鯉’6‘5尺-13尺物が一般
程度のものが主位を占めるものと判獣している。的なもので特殊長材〈將來主として造船材及電柱〕は8寸

一一（9）一一
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植杉：赤松林の伐期齢
＝

－

アカマツ林地籍丘陵林に見られるやうに大小の起伏相重り

所謂摺曲に富む地形の林地では各地位の林地が不規則に混

在するので地位別に伐期齢を設定することは却て蜜行上及

經理上の不便困難を招来する腿があるばかりでなく、アカ

マツ林地帯の資禮は必ずしも地位別に伐期齢を設定する合
理性力認められないやうである。〔経）

第7表アカマツ遥材寸法表

|盟裡趣末級尺 品質

6尺5寸
0尺
2尺5寸

3尺

尺5寸

瞳睦圭’
’

1笥讓瀞
|ナシ|仕向先の繩

卜|‘”上
|ﾅ該|‘雷以上’

各等

紫蘇|誉‘
－－

仕向先の規格に依る

各等

第8表伐斯齢55年に於ける林木

各要素に割する期待値
木｜

－

杭 4尺以上

6尺以下5寸落
2尺5寸まで

15尺5寸以上
3尺上り

上|‘
－

日
一

一
値

》
’

制限なし 待
一
》 ’－t静以上｜蕊曾議な
28．524．8，

J8－42，16－38
5寸以上は可成連8寸以_ffす。

19.2

17-21

245

1．91

4．46

15.6

14劃7

184

1．84

3．34

以上を要求するものと考へられる。而して一般材6寸以上
に於て如何なる煙級が製材其の他から見た經濟的寸法であ
るか壁吟味されねばならないが、此の方面の費料は筆者の
知る限り殆ど文献がないやうである。

從てこの關係は詳にし得ないが將來は最大1尺錘程度を

限度と.歩くきでなかろうかと考診､られる｡否錐著の專籔が
許されるならば立木の平均直謹30cl"程度を最大目標とし
-k分なものと者へる。

即ち筆者の費料では平均胸高直座34""の林分に於て各
地位共に胸高直座20-44c"zの分配を示している状態で
30c;"程度を最大目標となさんとする筆者の専断も或る程
度是認して可なるものと思考される。

如上の考察を基として一般材〈中一大丸太)70％、パル

プ及杭木材〔小中丸煮〕各10％も其の他〔中一大丸太）
10％即ち大丸太5－10％：中丸太70％前後、小丸太25
－20％程度の生麓を目標として斯る材種別收舷を第5表に
就て鏡ふに、

45年地位上小28％中66％大6％
55年地位中25％壷68％7％

65年地位下－．28％67％5％
が如上目標に略一致することが知られる。

然るに前述した虚に明かなやうに地位上45年では未だ
平均生長量最犬に逵せｱず約15年早きに過ぎ地位下65年
では反對に約15年遅きに失する状態で地位上及下の雨者
ほ材積最多主義に對し甚しく隔りある難鮎が存する。又一
方材積最多の伐期齢、

地位上57年’地位中55年地位下52年
叉材種別收痩から見た

＞

地位上45年・地位中55年地位下65年

と云ったやうに地位別に伐期齢を設定することは森林霊理
上合理的な立前ではあるが青森登林局管丙國有林及民林の

’

｜
お
卵
７

拓
露
通
１

『

一
妬
詔
２

布
、
町
３９

’
｜備考長級別材種は平均的に
普通録材の場合は

地位上13尺勅61%､10尺物､9%､6忌尺物29%
地位中〃51％、〃8％、〃39％
地位下〃虹％、〃8％、〃55％

長材探材の場合は

地位上耐晶萬67％蓋5患還32認
地位中〃85％〃14％
地位下〃98％〃1％

､ﾛ

||と見て大過ない。
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・ 林業技術叢書第1輯

田中第二箸森林土木
第一篇林道の設計

A5版150頁位定侭未定譲約金30m

各諏の都合に依り大鍵後れましたが愈盈印刷

にか上る運びとなりました。既に溌約申込の

方友には深くお詫びし童す。

豫
約１

－－
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植 杉：赤紙林の伐期齢一

第4間材種別生産歩合曲線
’司

障…謬謹琴.(可及的長物を目標として採材の場合）
第2岡材種別生産歩合曲線
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製材歩止りに就て第二報（謹蕊灘碧簔）
●

仕組極製材に絞る歩止リの效果

松
九
本勗

島武雄

製材に於ては便値の高い木材即ち直径が大なる完滿なる

無節の良材を以てわざわざ仕組板を挽く様な事はしないの

であるが､材質の良好なるものにあっても、元口と末口の

差の大なるものや曲りのある､の等に於ては､一般製材で
得られる製品の餌ままことに少いものである。時には全く

製品のとれない場合もある。斯る時に斯議な不良材を仕組
板の材料にする事に依り、相醤の歩止り葦で高める弩勃§出
來るのである。争

此庭に諦罎した仕組板は3～5分の厚板とした。、

（2）曲りのある場合

此の場合は一般製材労咄來ない場合が多い。然るに仕組
板製材に於ては、丸太を短く切らねばならぬので、曲った
ものでも或は規定の長さに達せぬものでも利用債値を高め
る事が出來るのである。然乍ら此の曲りの程度に依て仕組
板製産量が異る事は勿論である。從て止睦に於ける調査は
一般的ではないかも知れなv､が、以下述ぺる如き條件下に
於ける結果である。

尚曲りはスギに於ては殆どなく、アカマツ等に於て普萢
に見られる所のものである。アカマヅ等の場合に臓安債に
斯る材が得られるので之を専門にしている小工場であるが
天製材工場等に於て仕組板製材の設備がある所に於ても同
嫌にマツの曲り材から仕組抜をとっている。

マツの場合は材心が同一平面内にない事がある。即ち一

本の木材でも曲りが異った方向に二回以上も曲っている場
合が多いのであるが、此の場合賞際的に臓材を短く切って

使用する散大した影響はない｡叉矢取りとして繼ぎ合せて
使用する事も出来る｡鱸な方法で仕組板を挽く場合は
65.老～75％程度の歩止りとなる。

本湖査の結果を示せば次の如くである。

1材料マツ丸太“1．1尺長さ6.6尺曲り10.5影〕
2材積7.98石／

3使用機械38吋テープルパンドソー鋸4吋22ケ
ーヂ

4職工挽立。目立共にB級

（1）丸太の元口と末口の差力妖なる場合

此の場合は一般製材を行って残った皮付螂分から仕組
板をとる場合であるが､此の皮付の部分は一定の長さに瀧
たないものがあり、（例えば、6.6尺の丸太からとったもの

でも6.6尺に浦たないものがある｡）叉其の形も不規則で
ある。従て材職測定は非常に困難であり、且つ不正確てあ
る。

殊に第一園の如き三日月形の部分の面積測定は困難であ
るが、計算を使にする篇に此の三日月形の高さが底邊の

％～xである時は0．7を、％以下の場合は0．6を掛けて
求める事とした。

即ち皮付部分の材績は

γ=0"×‘潟脆潅÷（:=蕊~孫）

γ-0‘蒸感"肱x÷(-:≦』）
として計算した。－

次に調査した材料及び條件を示すと次の如くである。
1材料スギ皮板十本

2上記材料の材積1.265石

3使用機械38吋テープルバンドソー鋸4吋22ケ
ーヂ

4職工階級挽立･目立職工共にB級（第一報参照）
以上の材料及び條件に於て得た結果は
5製品の材溌0.325石

6歩正り25．7彩

！

第一岡

え

&．

第二岡

li･

IF~－－－－－－－-一一一t__

<筆者）盛岡農林専門學校

－－〔12ﾑーー
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松本>ゞ 九島：製材歩止りに就て

,5製品材頓5.869石〈仕組板
の大さ高さ25尺巾0.5

尺厚さ0.03尺）

6歩正り73．5％

（3）矢形の溌材を利用する場令

矢形の溌材と云うほ、第二圏に

於て斜線を施した部分である。

X"1面及び、n面ほ一般製

材の大割機械による挽面を表した

ものであ愚が、挽立職工の不熟練

の馬に材の中心部に於て矢形のも

の力謹るのである。而も此の部分

ば材の中でも優良な患部分である

から斯儀な矢形の部分が出來る事

は望ましくないのである。

然乍ら特殊な場合として、元口

と末口の差が大であって、目の切

れない板を之から取らんとする時

は最初から外部の識こ平行に板を

とり。矢形の溌材となす場合があ

る。

痢様な矢形の駿材より仕組板を

取る場合に此の矢形の角度に依て

異愚漆､本調査の結果は秀均46％

附近であった．

以上僅かの調査であったが、一

般製材後の溌材より如何程仕組板

として利用出來るかと云う事に就

ての概略の結果ほ得られたものと
思う。然乍ら之を本誌上に談表す

るは如何かと思ったが.｢興林こだ

ま」が「林業技術」と改題して新

しく發足した際に、斯る事も無意

味ではある熱､と自惚れ､厚顔に
も發表した次第である。各工場に

淡て何等跡の参考となれば幸であ

る。〈謬り）
－

|雛溌鎮丸太材積表
發寅中。溌約漏れの向は‐
至急申込下さい。

定質32勵荷造邊料〈5部迄)5画

發行日本林業技術協會I

〃

土地利用調整に'ついて

‐若林正武一

開拓事業と林業との調整ほ從來科學的基礎の上に立脚して行は沁亡いなかった

即ち、農地委員會の一方的認定により未墾地貿收が行はれ、しばしば問題を惹起
した。之は開拓用地の取得に適地調査が先行しなかったことや、一部農地委員宵

の性稽からくる力關係によるもので､土地利用の高度化と逆行する結果を生じつ
上あった。そこでこの9月11］附の農林次官通牒が發遥られてその弊害を除巽

、

し適正な開拓用地の取得を闘ることになった，之はたしかに一歩前進を始めたと
申すべきであるが，その道程ほ未だ遥かに遠いのである。

元來日本には燈系化された土地分類が行ほれず、従って土地利用計謹や農村建

設計鐙等を繊立する蕊礎的霞ものがな力きった事が，こ‘の嫌な協痕を残したそもそ
ら

もの原因である。目下資源委員會としては第一次目標として利用可能性にJ:､る土

地分類方式を作成検討中であるが､以下米國に於ける土地分類を簡軍}亭紹介:じ今
、、

穆我女の進むべき方途に．ついて若干ふれて見たい。

X・．××
●

米國jこ於け愚土地分類をその目的及び方法によって分けると、次の様な種類の
タイプに分類することが出乗る。

、第1タオプ固有の特徴による土地分類

自然により土地に輿えられた性蕊、即ち傾斜、土壌，地表及び地下水の状態、鋪、

候､植生等の土地固有の特徴により土地を分類し1剛化するのであって土地分類の
大部分はこの第1タイプに鴎する。．

第2タイプ・現在の利用方式による土地分類

現睡の土地利用状況、例えば農業､林業、リクリエーシヨソ、草地等に利用され
~

ている土地を分類して圖示する。

第3タイプ利用可能性による土地分類

農業、林業､畜産業、鑛業野生動物，水資源等に關する利用可能性を示す項目
グ

･により土地を分類する。從って第1､第2タイプの様に土地の現在の状態のみを
取扱っているのとは異る。

第4タイプ糊告的利用漆による土地分類
土地を勧告的利用法によって分類するもので、唯一種の勧告的な利用の場合迩二、
同一地に對していくつかの利用法が可能な場合と､が存するのであって、後者の場
合には之等の利用法を相互厚許慨し、更に調整してその利用方法を糊告する。

第5ダ4ﾌ゚ 計謹資施#こ開する土地分類
鋤告的な利用法を蜜行に移す段階であって．そのために勧告的利用法力嶺施せ
られる時期と、溌施の方法とによって土地が分類される。
鐵施される時期ば經濟的な考慮或は鍔力資材等の事情及びその他の條件に．よって
決定される｡賓施の方法は行政的な措置によって計謹と資施の雨機能を同一機關
-で行く場合と、或は計霊を擦営する識關と資施機關と力垂lこ異る場合があり、更

に又撚雷する機關も政府、公共團禮、或は私的な個人等の別がある。

以上が米國で行はれ埴いる翼イブであるが､現在迄に75種の土地織填がEE
一一一一一

＝宇一J－一¥

〈簸者）謬濟安定本部資源委員曾瑛務局．．

一・一（13〕－
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岩林：土地利用調整について

れている。．‐＝

×。××

さて土池利用調整の面で問題になるのは第3タイプ'であ
って、之にzって土地分類を行ひ第4、第5タイプ・の土

地分類え巻行してゆくことになる。

米國では土、箭仮､侭講I，水、侵蝕、土地利用状況及

利用度等の色左の因子を組合せて各種の第3ダイブの土地

分類が行はれている。そして土地を農耕可能地、放牧採草

地、林地簿に大別し、更に之等をいくつかの類地や級池に

分類している。

日本でも農地、林地等について個友に猫立した土地分類
も

主として第1タイプ・の土地分類は行ほれているが，第3タ

イプ以下の分類方式についてば認こ考えていかねばならな

、､。

現在一案として考えられている第3タイプ・の土地分類は

次の邇りである。
●

即ち傾斜、方向土性､土屑の厚さ、表土の厚さ、礫、
排水の良否.有磯質の多少,宅地からの距離等の組合せに

よって類地麗分を行う方法で，之については目下サムフ･ル
グ

調査を質施中である。・

その類弛は次の7種である。

I類地土地に傾斜がなく、土壌の理學的性質が良好な
土地、

2類地土地が梢傾斜しているが、土壌の理學的性質が

1類地より鞘不良である土地

3類池（甲j土地の傾斜が積友狼いか叉は土錘の理學

的性煙が劣っているために耕地としての土地の利

用が制限される土地

（乙〉地下水が高いために耕地としての利用が

制限される土地

〈丙）耕地として利用するには排氷その他土地

〃改良を必要とする泥炭地

4類地噸瀞が急であるが雷土壌の理學的性質が不良で

．あるために原則としては草地又は林地と･すべきで

あるが、利用の方法を考慮すれば耕地としても利
・用し得る土地

5類地傾斜が著しいか,土地の性質極あて不良である

ために草地又林地として利用すべき土地

6類地前記各類の何れにも鴎しないが､林地としてな
ら利用可能な土地

、7類地林地としても利用不能な土地

之等の類地麗分臆既述の各因子を鯉字や記號で表示した

類地嬢索表<欠表）により求められる。

此庭で疑問を持たれる向もあることL思う。それほこの

土地分類は農耕を主燈としたもので、可耕地でも林業が出

里

來るのぢやないかということである。之は林業は何虚でも

出來ると言うことなら益友その利用を制限される漫耕の面
から考慮するのが近道でもあり安営でもある。そして土地

利用形態の自然の道程でもある。

次に分類の劉象となる土地は何かという問題である6之

は既耕地や絶掛林地（國土保全その他公益上の見地より森

林とすべき林地、或は學術研究や、國策上森林とすべき林

地）を除外した林野であって、大鐙に於て6種に色分けさ

れた類地厘分聞が出來上ﾂる。之を基礎にして献會經濟的な

條件によって第4ヌイうめ土地分類え移行していく、従っ

て1類地でも森林になることは多食ある。この第3､タイ

プの分類はた壁箪にこの土地は農耕地として或は林地とし

て利用し得るというのに過ぎない。

X××

次に武會的な條件からた壁1種の利用法しか決まらな

い時は簡軍であるが、農林畜何れに利用してもよい様な場

合はやっかいである。’この場合はやはり牧益性の比較とい

う事になるのであるが、具禮的な方法については更に考究

されなければならない。

大正の初期開墾が問題となった時の解決策としてとられ

た農林業の收益算出法を次に引例して参考に供したい。

農林業較利の算法

（大正2年開墾適地調査會議）
・農業

’

B連年收盆

畷一睡-c-＄：僻斎雛剰そ一
睡1ケ年小作料

林業

H連年收盆R=AP

A支出前債合計

P､W=')×100P林難利率
、輪伐期．
E收入前憤合計

×．××

第3，タイプによる土地分類は、開拓適地調査でもある。

従って之によって先づ利用調整の基礎をつくり、類地の中

で鋤腫瀧地についてのみ更に斌會經濟的な條件から稔討
を加え、鱒4タイアの土地分類により耕地に、或は淋地に

する。此虚で問題になるのは斌會經濟的な條件とIして何を

とるか、更に叉農林業の收益性の比較と、森林資源の保全

毎問題が未解決で残されているということだ｡乏等につい

ては今後の研究にまたねばならない。〔未完）

鯨經痛リュウマチ特敷藥宮崎市九鳥町三丁目

おほつづらふぢ阪本龍女洞發寶希望者には禾會7,木
一ケ月分95圓邊料25画條次郎氏か取次まず
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又次に木材の取引上、加工上の問題となるものは木材の

乾燥があるざ夫然乾燥は曝度の高い地域では甚だ不經濟で
ある。一般に乾燥調甑磯を震く利用し、適懸した含水率に
乾燥してゐるが、露曲した不揃ひの材にば薬品乾燥を適用
される。亦新しい乾燥法として融解謝を用ひて木材より
不溶解性物質を抽出しつ上丙部水分の乾燥を行ふ方法があ
り、特に乾燥の困難な硬水に適用されでゐるが、これば副
産物の油脂、臘､樹脂、ある種の糖類を得られる特徴があ
,るが、未だ一般に蜜用の域に達してゐない。
、更に急速乾燥法と．して高周波寵流により木材内部自魑よ
り發熱させる方法があるが,今後重要な研究部門となるで
あら5．叉木材が收縮､膨脹3－る事は利用上最も大なる妖
錨であるが、この防止法の一例としては、或る定まった含
永率の木材を少し高い温度で表面を薄く焦がす程度に熟す

臆犬ス溌錨粥､嘉一屋れに北島を收雛窪、膨鴨率を40％減少す

、
也
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森林は活動的に生成發展する有磯的組織魁である。憶大る法がある。これによると收縮率、膨張率を40％減少す

な自然の力〔土壌､氣候）の下で、種子から成熟瞳へ循蕊ろ事が出來、反り、張りの現象も防ぎ得る。
木材の耐久度を増加させる爲めには、乾燥するだけでも

崖髪縦熊懸鑿鴛f鴛徹誇辨塗篭瀧墓麓熟議そ
を工業的に利用す‘るに陣次の二つの基礎的認識を必要とす枕木の場合最低30年~40年ほ使用に耐へ得るが､無虚理
る。〈].）森林生長率及びその森林の性絡に適腫した工材ほ'0年程度である｡､しかしクレオソートは悪臭と汚染

妻電職農に蕊灘驚辮鰯灘静磯溌襟溌瀞する方溌に含小片材朕接膠付、木口接着は木工機械の利用に依り，自
演を支配し人間生活の合理化を擴張し得るであらう。由に鐙型、成型が可能蚕あり、組合せ式アーチの構造Iも合
従って政府としては森林利用の長期計霊と森林の永久的成法の一種である6接着割には力曝により急速に接着する

鰯驚鱒駕灘駕妾鯛:雛鯨辮鱒｡…噸鵬･……8心
の進んでゐる國盈臆生活水準も極めて高い｡迩代有磯化 2改良木材
學のめざましい發達は石炭よりコールタールの製遥及び石

木材は矢然材料として、先天的な有利な性質、乃ち重壁
油の遥力な鎖状脂肪炭化水素と、淡水化物の醗酵を利用し

た化墨工薬がある｡しかし猿料である石淡石鯛腫土嬢よ，監鰯蕊溌賢蕊鰯雛麗繍，
産出するが、鐡及び探堀努力には限度がある。その鮎木材膨張の鉄黙を有してゐる。木材工業の歎代にわたる努力の
の化學成分には継分及び石炭石抽の原料を内在してゐるの‐感結果､木材の先天的に有する利織を保持すると同時に．鱗
みならす､濁特の利用物は多種多嚴であり、これに開する識の改良に努めた｡主要な族黙の~つである關係潔度の鍵
技術の發展こそ大いに期待し得ると確信する･次に木材の・化による水分の吸收、發散を防ぐ'ためには、先づらその原因となる黙を考へねばならぬ｡乃ち材の解剖的織造､生皇方
種糞の利用藍の概略を述べよう。 向の特性、樹種の違ひ、同一樹種丙でも叉同一材片の丙で

も異なる細胞組織がある｡特に材の切線方向が最盛收縮、
1加工用本材 膨張が大きく8次に孚鯉方向で､最少ほ縦方向である。一

一般に構築材料である木材ほ森林の主要な原達物で今後般に木材繊椎ほ吸螺性を帯び水分に對し親和性織ってゐ
も利用の途は持綴すると思ふ，カナ〆、スキヤンデイナ苧る｡繊維素は徴かの含水率の鑿化にも鋭敏に反應し形状を
アの國々で億森林の短期更新伐採法を用ひて、パルプ製造鍵へ、髭ひには木材自禮の材形の塗化にまで移行する：
に総濟的に大きな成果を收めてゐるが、加工材斜として木この巖な問題を解決する基礎的研究には二面があって、
材を用ふる事は最も簡単な設備と費用の黙で有利である。その一つは過去50年間發逵した化學組成の研究の結果、
多くの國盈は森林の生長に對じ，宿命豹な考へを持って木材の丙部表面（ミセルの）が化學的に明にされ､他面に
ゐる。勿論すべての樹木が立派に生長する事は無いが､木ほ．芦イド化學によって木材丙部表面と液謹,特に水分とq

材の收磯方法α域良により幾分品質を向上させる事物§出來の物理的な關係が砿にされた。例えば1立方吋(16cwis)
る°しかし森林の生長を根本的に改良する方法の無い事はの材の内部表面稜は1．5エーカー(6,000"ZE)もあって、
遥憾である。その上に樹木を加工して賎材Iこ出る樹冠､樹この表面には凡て駿個の水の分子が重なってゐると考えら
皮､破損材､背板､鋸屑､仕上時の溌物等は森林立木に對れる様になって、問題の複雑である事が明になったのであ

して÷といふ菓大な戯である事に注意せねばならぬ。。る．以上の膨脹、收縮を賞用上解決し商品化したものに
(筆者）林業試験場diXmpreg",｡iCOmpreg''とn4St'lypak''等がある。木材の

－〔15)一一
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大 沼：森林利用横襯

臘螺塞謹繕雛寧驚蜜融職需
類が一般に用ひられてゐる。これを注入するのに加熱溶解
の下で瞳締注入す塔方法と、溶謝で溶融してゐる液を材の
中へ擬散させる法とｶﾐある。木材の如き網状組織燈はこれ
らの方法で魔理して哨或悪程度膨張率、收縮率を減少する

が永い蝉間中には注入前と同じ状態になる。

上謝駕慾懸蕊雛噸磯聯愈』二
位の間臓には充分注入が出来得ず、更に止鐸の箪位と水分
との親和性が大きいためにも斯穰な純粋の物理的法則のみ
による注入法でほ丙部迄注スが出來ないから壱ある。

しかし万炭酸合成樹脂の發展によって、この間勝.ほ解決
され方。即ち石炭酸とホルマリンの網状縮合により、その
液を塗布し加熱すれば､木材組戦中へ完蕊に溌透し、木材
の表面分子と化學反雁芝起し、收縮率、膨張率は無庭理材
より30,‘も.減少し、その他の捗質として藤縮彊度、硬度
電氣抵抗､腐朽抵抗等を増加すといふ結果を得た。

と職懲雛:鰄懸駕織畷鐵
合高慨な合或樹脂をその原料としてゐる黙である。近時言
一画ツパでは木材自鐵の持つ化學成分から注ｽ蕊割を製造
し、これを盛んにエ業化してゐる。$JComp"g''は注入工程
と應用範函の擴張により改良木材としての'砕質を増大させ
たもので、注入法としては'iImpreg"と同様であるが、1
，吋平方職り1000蕊ンド(70.3k樫/Cl"塁）の嘩締の下に力噛
し材が可塑畔を譜びる事により合成樹脂を、木材細胞畦而
の分子f要素と結合してある水分と、ｲI學反應により完全に
謬透せしめて行ひ、製品は比寵が1.3～1.4になる迄睡縮

し庭理馴より厚ざも；に減ずる,併し軟材に於て庭｡』
吋営り250ポンド〈17.6kg/""2)の低睡を用ひ、厚さも

-;､Iこ迄聯ずるに過ぎない｡｡“Compreg''ほ主として木
些

工製品の表板に用ひ、種凌力學的に有效果に組合して、極
くて耐久性の狼い”安慣な製品にすることが田來る。.又水
分吸收率は問題無く、寸度の安定と表面の艶、墜締による
厚さに逆比例的に張度を増加する事が出來る。

駕量比に對する渥度ば輕合金の程度でた鷲脆弱畦はあ
るが麓用上童嬰な鉄軸といふ程ではない，加工法としては

腰締前に木工機械で荒極上を行び：睡締の下に任意に成型
し、金閣工作機械にて製品化する。た‘蟹注意すべき黙臓、
溶液が不謬霧であるから樹脂分の多い木材には適営でない
が､轍材､硬材の如何を間はず用ひられる。
,'Staypak''は密度の小さい脆弱性の木材に對し、その瀝

度の増加ぞはかり、誰度の安定化を増す篤の簡易で安痩な

方法で、製作方法としては潟度を適度に調節すると同時に

源度を高め木材が可塑性を籍びた時に墜諦すればよいので
ある。

最後に氣禮が木材に鯵透し易く、反應性の張ぃと崎ふ性
質を利用して急速に木材の鉄燈を改良させる方法がある。

乃ち譜質系の無水物を氣化し木材に潅透させ、謬遥後固化
昇華させる虚理法である。（綴）

どうすれば炭や薪が‐

うまくみつかへるか‐

＝新炭需給調整考

小林茂

新湊需給調整規則が､業界待望C裡に漸く去る八月二十
一日に公布せられ、愈糞來る九月二十日から資施の運びと

なったが。この規則が制定されることを、昨年春の會識で

聴かされてから、正に一年学餘りの日子を要したことにな

る。そこでその丙容を一讃して感じられることは、公布迄

に時間がかかった丈あって仲麦議､に規定せられ、これの

解説者はこの規則を評して『法令の民詣化の線に副ひ，今

迄の法令の中で、少<共型式上は模範的なもの云凌」と述

べているが,昭和十四五年頃に公布せられた木炭統制規則
･

以來の薪炭關係の規則の中では、瓦斯用木淡統制規則を遥
かに凌ぐ余互編である。

扱てこの規則については、公布以前から關係者は大臘そ

の丙容を知っており、大分前から、各垂の立場から夫凌勝

手な意見や批評を加へて来たが、この規則が今日こう1，つ

た丙容をもって政府が公布した以上､食更兎や角言ふ二と
は差控えなければなる玄い°従つ･くこの規則の図滑な資施

を園る上に於て、第一線の蜜任者の立場に在る者が，兎や

角の評を加えることば許されぬが，この規則をうまく質施

して行く観穀から考へられる希望的意見を若干蕊に述べる
ことにする。尤も筆者は薪炭の生産縣に勤務する關係上、

私見が地方寵の立場に於てのみ看る狭い見解であることを

綴着ば諒とせられたい。

そこで先づこの規則を一讃して感じられるこ‘とは､若干
妙な規定のあることである。その一つは第六條の検査に開

する規定であるが、關係者の誰れもが知る邇り、この規則

が公布に座る僅か前､即ち八月二日付で指定農林物資域査
法が公布になっているから、営然どの條項は不必要な事で
あり、その二つは第三十六際の柴薪の定義であぢ。規則の

どこを見渡しても柴薪といふ字句がないのに闇から棒に、

この定義を下さなければならぬ理由が、どこにあるかとい

う事である。これに鋤し、この規則の解説者侭、『柴薪統

制の狙いは、輪邊の統制と幼齢林の保護の見地云盈』と述

べているが、こ'の狙ひを兎角いうのでほなく､､定義の方法

が不自然だという丈の事である。その三つほ、この規則が

非常に詳細に色友の事柄を規定しているにも拘らず､指定

(筆者）鳥取縣林務課長

－－（16＞－
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・小林：どうすれば炭や薪がうまくあ扱へるか
．

業者、4環店舗叉は卸賓業者が決まった以降において、新ものは、集荷配給機關の登録、切符の發給、炭窯の登録、

に薪の生産者叉は消費者となった者が､右の者に登録する生産供出の割営､皇壁猿査の資施､移出の許可事務等､勿

ととに關才る規定のない事であち｡勿論この事は､縣規則論從來か‘らbものもあるが､何時の時代にな?ても地方廟
に規定すればよいのだが､営然規則に規定して置くべき事は繁昌である｡これらの仕事の中で地方臆にとって重夫事
稲でなかったらうか。項は､認老中i書散見せられる「知事は……をしなけ戎ぱな

規則に對ずる表面的な感想は以上とし､次に問題になるらない」といふことである。r知事は鋼…･･をするものとす
のほ柴薪の定義に關聯し工考へられる普通の範幽である。る」という規定だと從來の邇りだから別段驚かないが、統

裁で説明する蓮もなく、規則に云ふ普通薪とは一口に云へ制が騒化せられた結果として知事はしなければならぬ事を．

ぱr燃料の甲に供する木材質の中から瓦斯用薪と木根芽除やらなければ第三十五條の規定によって罰則の適用を受け

き且つ長さが八寸以上のもの」である。るわけである。知事ほ繁雄熊事務を泣いても笑っても、や
‐● ～

だから先づ木根は別として長さが八寸以上のものは、太るだけの事は資行しなければならないという鐸である。

さ、厚さ等に願係なく、この規則の適用を受け、政府買上筒この規則に於て､､誰れが一燈生産、出荷、配給につい

の對象になるが､蜜際はそんな風になっておらない。農林ての行政上の責任者かという事だが、規則に明示がなく共

省告示の規格規程〔震規則に基く告示で現在では死んでいやらなければならぬ事務の内容及び、知事が持つ規則第三

る筈である）によると、縣誉嬢査の對象になるものは、原十三條の出荷及び配給に開する命令機から看ても知まであ

則として長さ一尺二寸以上で且つ末口平均直座又は平均邊ること戯明らかである。

長八分以上のものであ孔従って長さが入寸以上一尺二寸右の橡に知事の薪炭行政に開する責任は重且っ大である

未滿のもの､又は末口平均直座叉ほ平均邊長八分未満のもが､責任の重大な割合に､各種の事態に對應して機動的に
のほ、規搭力捌定せら説ない限り、規則第六條の検査を受一やれる自由裁量が殆んど與えられていない。これにも増し

げ為資格がない｡然し検査を受ける費格がないというだけて地方聡にとって最關心事は、責任を伴う事務の建行に必

で､規則によって統制を受ける事は間遼はない。虚が又第要な經賓の問題である。今回の規則によって木炭事務所は

六際の規定から看ると、橡査に合格しなげれば譲渡ができ自ら現物を綴む篤、職員の大擴充を行う趣であるが、地方

ないとある。そうすると右の猿査を受ける資絡のないもの露に對しては僅少な事務磯の配営が内示せられているに過

は、第六條の規定からいうと、自己消費に充てるより方法．ぎない。一遥地方財政法第十條の規定によると薪炭の配給

がないのだほなからうか齢理窟はさて濯ぎ､資際問題としに要する經費ほ､國と地方露とがこれを負播することにき
て、橡査を受ける養狢のない形量のものを、政府は勿論賢まり、その算定の基準及び負擴の割合は法律叉は政令で定
上げる筈のものでもなく、且つ知事も生産者に對し、こんめなければならぬし竃･供出に要する經對は地方聡で經費を
なもの入生産供出割営もしていない。か上る観鮎からする負擴する義務はない。虚で同法第三十七際の規定によると

と、この規則の適用を受ける普通薪とは重政府買上の對象‘算定基準及び國と地方照とが負擢すべき割合は法律叉は政
にな石もの丈に限急､ぺきであって､規格を制定して検査令で別に定められるものを除いて､本年度中は従来の例に

該営品とするも､政府買上を行はいものについては営然こよるとある｡然らば今年度の薪炭の鮮出及び配給に要する
の規則の適用外とし､規則第三十六條の木屑の定義をr長經費は､どういふ内容によって交付せられる選定であるか
さ一尺二寸末浦叉は末口平均宣經若しくは¥均遜長八分末知らぬが、兎に角相當な經費を貰はなければ完全な調整事
滿の木屑｣と改め柴薪の定蕊を削除すべき亀のでなからう務の詮行は困難であらう。
か°常識的に考えて規則第二條第三號の薪は有数な配給券次に話の順序として需給の現況を述べてゐる。需給の現
と引換えになっている以上、この薪は営然第六條の猿査に況といった虚で、一生産縣の事柄しか知らぬ者が、除り犬

合締した薪と解すべきで､徴査除外のものを第二條第三跳きな率ほ云えぬが､先づ木炭は別としても識開する限り
の規定によって､政府買上を行はない麗域に指定して取扱各生産縣に於ては異状な滞荷の現象を呈して居ることは、
みという解誘昔の説明は価としても納得がいかない｡尚解去る七月頃林野局が､_この一掃に關する臨時的措置を知事
読者ばての場合配給券の發令を行はなく共差支がない溌なに指示したことによっても頷かれる。これで錬者の縣を例
説明をしているが、第二條第三號の規定を適用する以上、にとると、縣外楡邊が充分に行はれぬ馬、騨頭は薪で充滿

こんな事が出來るかどうか、どちらにしても規則第六隙のせられ、生産者は政府買上の見透しがつかぬ結果大弱りで

規定による規格規程が公布せられることだらうから、そのある。

時は明確になるであらう。これに加え清強者が殆んど配給薪を、債諾が高いという

次にこの規則によって地方臆に與えられた仕事の主なる理由で買はずに、安い柴薪や木屑を盛んに使用する。従つ
一一(17，－
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小林：どうすれば炭や爵Iがうまく扱へるか

-て指定配給機關も政府から挑下を受ける鐸にも行かず､薪については正に開
店休業め状態である。從って蔵の濡荷職増加する共仲黙念に減りそうにもな
い。これで臨時的の措置として去る八月に入ってから、雲規則第二條但書の
知事の許可制を活用し、指定配給凄關に配給薪の買受許可を輿へ。生産者便
綴以蘭で阪賓せしめた魔‘倒絡が安いといふので消饗者が買うことも買った
が、こんな措置位では根本的な滞荷の一掃にならなかったっ然しこの措置も
來る九月十九日に打切らねばならない｡．

兎に角薪の需給状況は右の様であるが、今互額の鯉螢と手間を饗して、卸

賓業者及び小寅店舗の配給磯熊を作り全面的な切符制を資施しても、餘程上

手にやらなければ､結局配給磯構は現在同溌閑古鳥が啼くやうになる虞があ
る。斯様な謡に關する限り.噺規則は奮規刈にくらぺ何等改善せられておら

ない。否統制逓化の篇、雲規則で知事に與えられていた第二際の譲渡の許可
權もなくなり叉新規則第二條第三號に該営する蕾規則の告示も買受者を限定
しない丈に操作の除地があったことも新規則ではなくなってしまった。筆者

は薪炭の消費地方聡に勤務した經議がないので、はっきりしたことは云えぬ
が､噺規則は六大邸市の巖な所では生産縣丙に比較も-こうまく運誉ができる
様に想ほれるが、生達縣では仲友骨が折れそうである｡

そこで右に對する方策として、第二條第三號の規定によって、縣一圓を政
府貫入を行ぱい匿域に指定する途もあるが，この方法を採用してば、配給機
織をつくった意義がなくなるばかりでなく､資蕊問題として一燕生産者と消
費者とが｡直接取引がやれるものではない、そこでこめ配給機撫を活用する
手段として、生産縣丙の薪については、何等かの一定した方法で配給機織が
生産者から宣接買受け得る方法を確立することが焦眉の急ではなからうか。
斯くして生産者としては政府'こ費っても配沿農構に蜜っても手取りを同橡と
し”卸，小賓償絡を別に改正し自治的な統制を行えば何等問題なくう霞<行

くであらう。但しこの場合縣外移出割営の碓保が前提條件となるが、薪につ

いては先づ心配の要はないというのが定説らしい。

扱て今早急に右の溌な措置が講ぜられなければ、どんなことになるか＞即

ち假令生産縣丙で滞貨をしておっても、縣外移出割営の枠の範幽丙で、縣外
に出て行く間は問題はないが．縣丙に擁下げが出來ぬ理由によ%って、木溌事

務所が移出の枠を超して、無制限に移出することになれぽ．假令それが政府

木炭であるにせよ生産縣の關係者はだまって見ていないであらう｡かくなれ
ば水淡事務所としてば縣丙消費分が魔がになる迄､､生産縣丙にいやでも備蓄
しなければならず、こんな事が、各生窪縣に始まっては木炭事務所も困るよ
うな結果になりはしないだらうか。

稿なかばにして林野局から通知あり、來る二十五日以降は長さ一尺八寸以
上の薪は政府買入を見合ほす、長尺のものは短尺に再製ぜしめよとあり、そ
の理由は消鍋方の荷受磯關が長尺物を喜ばぬ馬とある｡潰費地方迄薪が豊
富になってきたことは國蓼的見地から看て洵に結溌な事であるが，困ったの
は長尺物を多量に滞荷さしてゐ遙生産縣である｡筆者は鼓でこの解決方法を
述べようとするのではない｡唯一言して置きたいことは右の消費地方の荷受
機關の態度であるっ最近迄入荷がなければ、なんだかんだと頼み乍,一寸出
廻りだせば、品獅こ苦情を云ひ.地方寵や木炭事務所を困らす牒な事は止め
てもらL:たしぐものだ，今回の措置に對し生産縣の薪炭業界は消費地の荷受機
關にどんな感情を持つに至ったか、もう少し物をよく考えて見てもらいたい
ものである。〔二三．九、一五）
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長い間の懸案であった薪炭需給誰整規

則も詮に七月二十一日農林省令第七十這
號として公布せられた，職時中から引績

いて行は紅てゐた薪炭配絡統制熟Iが戦
隻の民主化の線に沿って書き直されたの

であって、需給誘盤方式の根本的鍵革と

は云ひ難い，集荷配給磯籠が夫舞民意に

よって決定さｵ池る復歎制になると云ふc

とが此の規則の前規則に對する本質的の

相逢であって、蓋し今日の吾國の事情と
しては止むを得ないと云ほれぼならない

思想的には統制が畷化されたとも緩和せ

られたとも云い得ないが，自由に民間風

鐙を願使笛来た官瞭紘制が崩解して､國
q民の自擬と‘責任感によって統制の目的を

達成する以外に方法がなく瀧つたのであ

る。従って運用上に於ける困難は誰にも

想像聞來愚筈である。統制方式としては

最も職カな統制が行はれてゐた薪炭が其

の現蜜面に如何なる蜜際的效果をあげて

ゐたかを追想する者にとっては、新規則

運用上の效果について多大の危倶の念を

抱かざるを得ないと云ふのが蜜情であ'ら

う。一言結論釣な態想を書いて解読の責
を免ｵ雄いと思ふが.規則の詳細に亘る
解読を欲する讃者の馬に左記のパンプレ

ッ1-を紹介しておく。

・發行所ノ・

東京都千代田厘櫛田赫保町一ノ四九

湖山証

書名

新しぃ薪炭需給認盤規則の解説

定便四○回

｢~扉王ﾝｽ弓~扇ジｴｽﾄ｜
農學四號章･で既刊

御申込は木曾へ

定償40回邊料3回

、 、
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設定は出來ず、慎柘改訂と同時に立木債格のはねあがりに

診よって、薪炭の再生産ほ常に窮地に追ひこまれざるを得な
い資儲歪あるが、慣絡差の墜縮については次のような方法

が講ぜられた｡自IJ,ち昨年の公債に於ては生産着債絡ほ塗國

一本建であったが､本年の改訂に於ては純消費地たる東京

以下犬消費都府縣の償格と墓の他の都府縣の催絡の二分類

として政府賓渡償格は純消費地､中間消費地､生産地の三

大別とした。此の綜果特別會計に於ける運賃ブールが、全

國ブールから地厘プールと‘なって若干儂絡差が睡縮せられ

ることになった｡然し昨年來侭絡差の最も甚だし;島つた普
邇薪についてば、か坐る程度の方法を以てしては今回の運

賃値上の影響甚大であって櫛この差額の墜縮が出來ないの

みか、更に増加する傾向にあったので､政府毎買上地熱を

山元から發騨に移行して漸く表面土の債機差を藤縮し得た

のである。然し此の結果は生達者債絡が非常に高いものに

なったの毛、生産地の薪の自由偵格が政府の買上債格を下

廻ると云ふような現象が綾出して、普邇薪の緬削が愈友困

働を始めること人なった｡幸ひ普通薪の生産が本年度は異

ー一

慣
一
落’|~2薪炭璽一●

昨年七月に1800圓ペースによる物慣農系の一環としで

決定された薪淡の憤格は既に改正の営時から色友な矛盾を

孕んでゐたO･其の一つは立木債絡について何等の手がうて
』・

なかったこと、其の二は営時のイ･シプレが日毎に上進しつ

型あったこと、其の三臓生窪者債格と政府寅渡便絡の差額

が非常に顯著となって來た江と等である。果してこれ等③

矛盾は日を追ふて其の本質を發揮し、二三ケ月後には猛烈，

な債務改訂の陳儲を見為に至った。就中第三の便格差の問

題については世論意盈として薪炭需給誘節特別會計轍､本質

について瀦種の疑惑を生み，議會に於ても再三とりあげら

れると云ふ状態であつだ。第=･の立木橿絡の問題について

は多年林業界の懸案であるに拘らず其の解決は困難電ある

雀Aに依然として見遙りの形であるが、これ等の問題が逢

に何等手を溺れることが出來いま上に放置せられた結果は

生産者の不満を買ひ、需要期に於ける政府ル害小への集荷
常に増加してゐる現状から統制の混凱が直ちに需給調整の

混凱とならないのが唯一の慰めである。所詮債緒決定は統

制の纒軸であるが、一般窪濟混凱時期にあるだけに萬人の

納得の行く‘腰絡の設定は不可能のように老へられる｡
ー
一君一一ロローー一一一一一．‐．＝＝－－.＝一

ほ非常に困難となり、所謂闇市場の横行を來したことは遺

憾なことであった。

本年六月二十三日附で改訂せられた債絡に於ては以上の

熟に当ついて若干の考慮が排ほれたとは会へ依然立木債格の

種測瀧三
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堀江友義

－－シベ

－

’品名｜蠅瓦ﾉ｜摘十三勢務管理．

優れた、進歩した努務管理が働く身にとって、如何にあり
が趣､ものであるかを痛感する｡ソ連では憲法に依って努
務管理を確立し、そして吾盈は俘虜としてではなくザ氣持
の上では努錺者として扱ほれてゐることになってゐる。
ソ連人が撲ったり、叩いたりしないのは感心するしj吾
友の自睡心も損われることもなく嬉し､､が､然し山の作業
で朧荒っぽさが出て來るのか、それともソ連側の幹部の目
が町にゐた時よりも届かない篇か、撲られたり，蹴とばさ
れた者も大分あった｡質面目に死力を毒しても尚､力が及

ー

｜
鍛四五○

ン三五○

菜八○○

五○

’八○璽鰊が主である
糊．一五

草五マボルヵ

雑
パ
・
野
肉
魚
砂
璽
煙
一

ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ

、

－

4Lた壱も大分あった。虞面目に死力を毒しても微､力が及雑穀が米麥ならば極上等であるが､､山の生活には遂に一
ほないでゐる時に、斯んな行爲をされると資に液でたまら日もなかった。高梁､玉蜀黍粉、大豆粉､大豆が主で、此
ない』暴力で人を使はケとすることが､如何に反感を唆りれが正し､秤量で、而も良質の物が與え曇れるならば､先〃

決して能率をあげる所以ではないことを、身を以て燈験しづ俘醗腹を充分とほ言えないが、滿足させたであらう。然
た。し、資際は配給の末端にある斯うした山奥では、途中で抜
／小屋は前に記した様に充分滿足出來石ものであるし、衣かれる量が大分あった。パンは水を含ませて重くすると言
服は始め勿溌ない位の新品であったが、努働＠日を重ねるつた調子である。小麥粉を雑穀として配給になった時、多●

丙にぽろぽろに痛んで來た．あり合せの布切れで､修繕をくの者が毒ぱなw､のほ炊いて量が増えないからである。此
ダ

したが･靴が破けて來たのは参ってし童ったつうっかりしれ力郵給になった時の毎食は炊事係でも苦心したらしい。
て凍傷にでもかふゑたなら大鍵である。総て卿躍理に經験ウドンにすれば一掴みにも足らないし、スイ.1､シにすれば
ある者が二名專闘になって．､此の繕いにあたり、病休者の三、四個という調子なので、毎食を糊めしにする事にじた
ものを引上げて作業人員に廻ﾅ様に･した､防寒外套ほ破けが此れがせい豊､飯盆に三分の一の量である｡玉蜀黍粉は
壬吻睦いというので､ソ連の命令で､萄剖作蒙の自動若干炊き鱈え抗て糊位なので､穏梁6識粒壺嘉恩
車積減以外は．、どんなまい日でも着ることが出來なかった喜ばれた。然し配給になった物は充分に脆穀きれてゐない
戎具代りに使用したのである。ので、韮詰りがして往生したものである。大豆だけを主食
食繊悪くて､少い事は燈力を必要とする作業には全くとして配給された時には､味噌豆の様Iご柔く煮て食べた。
辛い‘満洲では努務管理には除り意を注がなかったが､飯此れほ美味であるが､何しろ量は極めて少いので､汁だけ
だけは腹一杯に食わせてやったことを思うと､少疑位裳る畷って､xう一度煮て食ぺる者もゐた｡此の大豆ばかりの
場所が窮屈で､､汚くても､滿腹､した方が働く身にはありが飯が一ケ月領いたこともある｡肯､甚しいのはｷｬペﾂを
たいと思う。主食の代りとして配給された事もあるo
扱て、吾凌に與えられた給與が何んなものであるかを詳マルマルの飯を喰いて糞の出る‐
述する率も無駄でわなからうと思うoソ連の給與表に依る．不思議なるかなとぢつと見つめる
と、吾目:に對して一人一日次の溌な量が配給される毒にな斯んな啄木もぢりの歌を作ったが、マルマルは「少蜂」
ってゐる｡という意味のロシア語で、質際除りにも少ぃ食細で、凌明。
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けから日没まで、重勢働に良く服すことが出來たものと思減させる。郵が發疹チプ玩を媒介し､･以前ロシアでは此れ

ってゐる。狸制勢働の辛さはそれを經験した者でなければ

分.らない｡午前四時頃起床飯揚げとなり、スープ'（それが

霞湯で、薯が三切ｵ艀んでゐるだけだ）とパンの朝食と、

糊の様な炊込の謹食が炊事から渡される。朝、髪二食を一

度に食ぺて、腹の虫力輔足す､る。六時まだ一眠りして、未
だ明け切らない暗い外に作業別に整列し･てから出發だ。新

しかった服も、靴も今でほすつかりぽろぽろとなってしま

い、乞食よりもまだみすぼらし･い恰好で、誉養不良の爲青

ざめ､．やせ桧れた人糞が、とぼとぼと山道を歩いて行く姿

を､若しも丙地の肉親達が見たならば、その塗り果てた様

子にさぞかし號泣する事であらう。もう二度と戦争はやる

重い。俘醇にもなるまいと、誰しもが身にこたえてゐるの

だっ

囚はｵLの身にし承じみと悟りたり．

自由と平和の貴きことを

作業場に近づく頃､東の宴がやっと明るみ始める。それ

から火を焚いで、冷え切った身燈を暖めて、歩哨や、監督

が到着してから，夫凌受蒔ちの作業を始める。最盛期には

賓際死物狂いであった。ノルマがきつく要求されてゐるの

で謎怠けることが田來ないo壷食の時間が來たが、食ぺる

‘物臓何もない。感心に甕食を残して持って來てゐる者は木

の蔭でこそ.こそと食ぺるo期待したチヨザセンマツの種子

は結資二年のものが全然見営らず､全くがっかりさせられ

た。作業が終って、疲れた身彊を引きずって歸途にわくと

冬の陽は早くも山陰に浸してしまう。立木の間から、d屋

の灯が見える所に辿りつくとやれやれと思う。小屋にはス

恥一プが暖<撚え、そして自分の夕食が阪盆の中こ盛られ

て居るかと考えると、蘇生の思がするのであった。
あかウ

山小屋の灯懐し多木立

野菜の八○○瓦も凍った馬鈴薯が泥付で渡されるので、

皮を剥き、腐れを除くと、歩止りが三分の一しかないとい

う哀れさであるr質よりも量だ、皮を剥かないで呉れ』と

が流行して、犬に悩議されただけに、此の病氣の溌防と治

療とにかけては相営爾學的に進んでゐるどいう。

伐探作業には負傷が付きもので、日本人の元軍茜と看謹

兵の三名で霞務室が開設されてゐる。ソ連の軍密中尉もゐ

るが，日本の濫術に較べると一○年は遅れて居り、その技

術も拙いそうである．然しソ連の軍蜜は､その診察.治療
に富って、澱に親切丁寧で、汚い恰好の吾友に對しても厭

夕

な顔一つしなかったのである。吾糞の信頼するのほ、箪濫

と政治部の將佼であり､大嫌いなのは作業播雷將佼である。

日曜は町にゐる時と逢って､必ず休みになるのは嬉しかっ
た。此の日は洗濯をしたり、繕いものをしたり、パイプを

作ったり、渡そぺったり、或は日本新聞を讃む着もゐる。

私も入ヅ以來一日も鉄かさずにつけてゐる日記を讃み返し
たす、友人から借りたコンサイスを拾い調みをする噸が樂

しみであったo

十四正月
′

,一九四六年自llち昭和二十一年も押しつまって、愈友大晦

日になった。此の日も平常通りの作業であるが、大概の者

が頑張って、明るい陽のまだ沈蓑ない丙に小屋に戻って一

風呂浴びた。今夜は炊事から配給物蚤をためて冠いて作っ

た汁粉が出た｡岩醗がきき．すぎて璽辛い汁粉ではあったが

珍味であった。それから演蕊會が催されて、喉自慢の連中

が後から後からと登場して､久し振りで皆の笑騨が夜のダ
イガーに響き渡った｡翌くる日I蝿和二十二年の新春であ

るq春というにほ;まだまだ早いシペリアではあるが、日本
人の永い憤習が.此の日を一年で一霄喜ぱしい、樂しい日

としてゐる。私胸誰よりも早く起きて小川に下り、厚い氷

を割って若水を汲み、口を噺いで、顔を洗った。そして故

國に向って敬虐な所りを捧げたのである。日本人には一番

嬉しい日である元旦も、ロシア人にはそれ程に感じないと

見えて、此の日も平日遁りの作業日となってゐたのを折極

の要望が藤倒的であった。極端に少い食湿は、多くの人麦、の結果、日確日と振り替えて、やつと休日にして貰うこと

を飢餓道に落し入れて､其虚には動物よりも悲陰な､嫌らが出來た｡難て‘､起床飯揚げの鐘がなる。一同が今朝の御
しい相尅が見られたのである。山小屋には入浴場と風消毒馳走を前から期待してゐるだけに、炊事でも前からの材斜

室が設けられて、湯はトラクターに必要なので毎日沸､､て.を今日‘一日に使用し、腕に撚りをかけて、趣は僅かではあ

ゐた。′るが、朝は数の子、玉蜀黍粉で作った重ね餅､騨鰊一尾、

努働に疲れた身を木風呂にどっぷりと浸した時に始めてキヤペヅの涜物、謎は黒パンとごってりと蜜の入ったスー

入間らしい氣持になり、遠い故國の肉親に想を馳せるのでフ｡、夜はスキヤキに高梁飯という豪華版である。私は相棒

あったっの洋服屋の班と黒パンを切ってスープに入れ、雑煮の稜り

二週間隔きに、衣服類を全部蒸氣消毒して、此の厭しいで新春を税つた。餅のない正月ではあるが、今年の自分の

小動物を退治する。俘蕗に劃は付きもので、一訓油断して多幸とそして故郷の肉親の無事を腫剥に願ったのである。

ゐると湧くとしか思えぬ位むづむづとし出すのである。戸厚氷割りて若水汲みにけり

ジァ人は武だけは徹底して嫌って、凡ゆる方法をとって撲拍手の菅寒天に鯵み渡る．
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新玉の年の始めに誓いけり“研究し､大衆の不平を聰き,その希望を蜜現する嫌に
必ず建てん祀國日本を 努力した。時々、句曾も閉き、そして壁新聞を霊行して此

等の作品を載せたし､論議も發表し趨漫喪入りで平易に十五啓蒙宣傅
而も興味ある操に緬輯された。此れが定期的に蛮行されて

敗戦、俘瞬飢餓そして重努働と逆境のどん底に肺吟し大衆の啓蒙に知らぬ間に役立ったのである。此の穏健な方

た吾2『は､曾ての誇りをすっかり泥土に捨てて,利己的な．針が､町の急進的な指導者には物足りなく思われたらしい
而も餘りにも動物的な生活が綾いたのである。斯うした日然し吾糞はその所信を柱げなかった｡、

本人達に帝國主義の打倒、民主凌義の確立を叫んでも、そ建設の旗ひるがえる多の山

して斌會主義､共逵主義が如何に輝かしい、進歩した思想此の壁新聞の交蕊欄に駄句ではあるが､私ほ次の嫌な伐

であるかを眞向5がら説いても馬耳東風である。ハパ戸プ採に蟹っての注意を歌った。

ス"市の日本新聞蔵は､先づ收容所でいつも苛められてゐ所謂歌の形式から遥かに遼いものであるかも知荊ない･
た補充兵､二等兵､初年兵の大衆に呼びかけて,作業の割然し毎日の生活が苦しければ藷しい程､謎的な何ものかが

當が公平か、飯の分配はzF等かと、。F易な所からアジった自然と口を衝いて出るのである･

のである｡此の方法は逢次成功を收めて來た1－九四六年心堪よ釣り木懸り木合せ伐り
の夏頃から各所に友の會と穂する民主グループが生れ、そ片枝張りは径我のもとなり

して新聞をテキストにして、理論的力指導を行う綴になつ木を伐るに斧、鋸、錨、尺､模

たコクイ、ペシプ笈市の努働大隊でも、晩秋頃遅ればせに 鉈と鳶との手入かんじん

r鍔働の旗の會‐なるもの力轄成され、そして大衆の塗得
十六健康診断

が始った．然し私は此れに加入しなかった，私も軍國主義

には謬鍾い目にあっただけに､此の打倒には双手を學げ一二月中旬の或日、ソ連の軍霞に依って吾糞の健康診箇が
て賛成であるが、飛躍して共産主義に加擴する氣持にもな行われた。何かの使役で一番最後に廻された私が、炊瑠勤
れなかった。 務者の次に彼の前に立った時に、前の人達の堂友とした磯

永丸､間の赤化嫌いの教育が身にしみついて､理論では；躯を見た目には､~劇しい努働で肉遥をすり減らしてし童つ

なづく事力鶏っても、感精が、そして現質が反對したので‘た私が、とりわけひどぐ、哀れに見えたのであらう、忽ち
ある。インフレがないというが、ルーブル紙幣で何が買え四級に落されて、翌日から作業中止で、下山の判定となつ

るか、失業はないが、騒制努働があるではないか。乞食は‐た。健康時には一六一糎五五荘の私が、今では見る影もな

ないだらうか、泥捧が資に多い。搾取がないと講しても、 く衰えて、肋骨は一本一本戯えられるし、殊にひどいのは

ノルマを詐取さ’'る｡努働組合が診っても、ｽﾄﾗｲｷが雨腿で､お婆さんの綴に皮と骨だけになり､脚が鰯曲して
出来ないという賓例を見せつけられたものである。吾友が見茂.るのは、吾ながら哀れである。斯うした身鐙には、炊
山で書爵してゐる最中に、町がら「旗の會」の委員長がァ事と雷務室勤務者以外の大部分がなってゐ遥ので、此の哀

ジ・フ診芦にやって來た。今迄配附された新聞は、煙草の程れな日本人に對して、ソ逵側と日本人の幹割はダモイが近

紙として雲護れてゐたが､此の山の4熔所に於ても、大勢い、もう直ぐだ､頑張れがんぱ通と鮒崎『まずのが常であつ
の赴くところ戻主運動を始珍なければならない｡叉､一部たつそｳLは丁度やせ馬の鼻の前に人参を夢ら下げて､ゴー
には精瀞的な祷り所を、斯うした運動に求めまうと考えて‘ルが近い、頑張れ頑張れと鞭を営ててゐるのと何等塗りな

ゐた人もあった。一九四六年の十二月八日に此の奥山にも<思えた。

旗の會が生れた。何も日本を破滅{ご雪いた運命の日を特に斯うして私が山を下ったのは二月二十八‘日で、もう此の

選ふ痩つげで輝なくざ丁度休日であったという理由に過ぎ頃は集材を殆ど経り、自動車運撤がた境なわであった。
ない、r努鋤1の言葉を避けて､r建設』と提唱した私の要

十七キノンガ
･求が容れられて『建設の褒の會』どの名爾を持って發足し

た。此の雪の委員長に選ばれた元軍醤のFさんは、滿洲の山を下った吾女病弱者は、人山の際一泊したキルガの收

役入で、四十の年配であるが、重厚な、誠賓な、而も大同容所に蒲いて、此虚の中隊に編入された。久し振りで見る
學院出身であるだけに仲友熱もあり度量の大きい立派なシペリア本線を走る列車の姿、それから部落の電霞が、文

人物で､多勢の信望をかち得てゐたつ此の人の起居する醤明に近づいた嚴な嬉しさを錫えたのである。

務室に、夜一○人位の同志が集合した、覗國を蕊ひ、民主此所の雷務室には、今年早産山を下ったF軍衝が居て、

凌義の初歩を勉強し始めたつ此の會は作業成績を蕊げるこ此の入の計いで私は瞥丙作業となり、妻弱した身膿を休義
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戸ニフ9,針金篝童受軍
貨車の種類が積込時間

り、貨車の抽蕊をする。極の良否、

に大きな差違を生ずるから，吾勝ち
今ることが出來たのである。此所は流石に奥山とは運って
一日の生活が日課時限通りに行拘れ、炊事の給與もきちんー一F4一一一CH『‐rTEFn，‐今●一両屋一一一一一

としてゐて、山と妻は比較にならん位没も多かった，仕事はにと急ぐ．その儀子は殺氣立ってゐる。 寺

山から自動車で運ばれる丸太を貯木場に卸す作業と、此れ一組は丸ズ鐙り兼綱掛け二名､貨車に乘って言頭を軍る
を詮立て整理する作業、それから製材業及び維没になって者二名『綱引き八名計十二名毛編茂されてゐるo自分達の
ゐる。作業人夫にゆとりがあった‘､で、無理な作業の割営貨車を、種み易い縦の正面に、工合良<据えたならもう占
もなく、謹食には收容所に蹄,り、ゆっくり休憩して,叉午めたものである｡他の貨車が鋤aらはみ出して､貨車に渡
.､後の作業に出掛けるという綴な調子で、所丙Q室氣も和か・ず輪縢が、極端に斜にならうがお繕いなしで、ヅ連側であ
な､明るさが誰てゐる,此の部落の簡易製材所では丸鋸らうが､日本人の幹部であらうがその制止を聞かずもう段
二臺で角材と板ぞ挽いてゐるっ原木係、製材係、製品蓮搬取りが経って、積載の始まる組がある。此の作業だけが、
係雪仕鐸係全部門に日本人が此れに従事してゐるが､製材・・湿制作業と思は}1j圃弓い血氣に溢れた情景を示すのである。

貨車上の香頭取りが『ヤーマ･マーイ罫-1と叫ぶと、山に
の龍奉に付いては私はその詳細を飾らない。
此の收容所で＄見事な壁新閣が揺げられて、とりわけ界面した方が力を運めて種一プを曳き．『ガーワ・マーイタ」
の土木出張所の役人であるⅣ君の渡に上手なブクヂヤシ漫と鏡すると、此れに應じ一喝『三一イシヨツニーと掛鐸で應じ
霊が、大衆の入氣の的･雷あるっ彼と隣り合せに窪てゐた私て、河に近い万が綱を引づ張るっ吾頭承りの呼吸一つで・
ほ、温順で．無口な彼と忽ち親しくなった．私は此所の壁画一プを曳<者の気持が揃い、積載の能率が大分違って來
新聞に次の溌な駁え歌を投稿したつるのであるから、何h.の紅でも此れが立役者となってゐる

窪風吹きすさ占當中に垂って、鐵棒を釜謁、材を整運して行
作業数え歌

<-香頭戚りほ､怠け者にほ雌ない仕事であった。
一つとせ日の出合園に飯揚げの

元氣な鐸が響くなり識0噸貨車に六米五○の材ならば中央一ケ恥四米五○
の材ならば左右皇ケ所に積み上げる。一段毎に材木を挿入

二つとを両親ゐまず故郷に し、四乃至五段で四十五立方米位になる。積み上げると、
心の中で手を合す

側柱に針金を･くくりつげ、貨車の動揺で材が職tない綴に
三つと葱せ皆元氣に胸を張り 確りと締めつけ、不揃いの側柱を鋸で挽き切って積載作業

夫"2‘作業に勢揃い
が蔑事総了するのである。早い組は二、三時間でやり遂げ

四つとせ喜び働くその緊持 るが織迩の悪い、雛の選定為誤った組は、六，七時間を要
y連の人にも通ずるぞ 一

してしま5．
五つとせ何時もにこにこ張り切って 此れが二回職ともなれば、片方では明るい丙に夕食をす

卒先作業に卿めかし まして、班丙で高購でゐるのに､遅い組ぼ徹夜でやっと積
，六つとせ・昔の階級更になく 敬を維えて、疲勢を全身に漂はせながら歸って來るのであ

將兵仲良く丸太抑し
る．

七つとせ憤れた作業に憤れた人 北斗星眞上に見るも筒聞ゆ
ノルマ果して讃められる 貨車俄載の壮き叫びを

八つとせ山の作業も今日限り 徹夜作業柊えて戻れる友の爲
嬉い､蹄國辱が來た 湯茶を沸りて吾は待つなり

九つとせ此の經験を無駄にせず一列車ほ一○輔位の時もあるし、四○鋪位績く時もある。
吾が生涯の爲にせよ

牛とせ東京ダモイの曉は一九山の切上げ
必ず建てよう民主日本 厚<堅く凍ってゐた道路も＄今で臆すっかり融けて、黒

い大地が見える様になった＞河淵:の柳の芽も龍えてゐる。
十八貨車積載。

f

もう四月になったのだぅ山に残ってゐた連中も、すっかり

、貨車が入る豫誉があると方左の作業に出てゐる連中が綾仕事を切り上げて、初旬の或日綾糞と下山して來た･その
友と戻って來て、班丙で待磯する。二､三時間もするとピ青ざめた顔､疲れ切った足取､ぽろぽろの衣服、それば山
ピーと汽笛を鳴しながら､貨車が貯木場丙に入って來た。の生活に幸うじて耐えた人糞の眞に麺､な姿であった｡何
さあ出動だ、それつと貯木場え急く・･道具逓場で、鐵捧、人か弱同胞が、伐倒木の下敷になり、丸太に淡‘墓され、自

一一<23＞一一
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動車から鱒落して死んだ。又、負傷し、凍傷にやられて、・であるが、事蜜はさっぱりであった。
ピ戸ピヂャンの病院に邊られた者も多い。私の恰爾寅收容それなら吾疫の働きが悪かったかと言えば決してそうで
所以衆の若き友sほ此の二月十五日に、二十三粁でトラツわな<、前記の欺斌の材を僅か半年に田材し、而憩原木の

三分の一は製材し、製品も、原木も、本線蝿車穣を行って
〃に礫かれて悲樛な最後を錘げたのである。彼は純情で、都市え逢った産いふ好成績であった｡私の滿洲の經験では
生一曹本で、好學の青年であった。何んなに疲れ切った日で此れは何うしても二ヶ年に跨る作業であるから、資に目琵
も、重油の灯の下で戸シァ語を勉彊してゐた。器用な連中ましい、聡歎に値する成綴を上げたものである。

"簾に鱗か‘鰯｡，の震墨を鼻にかけて､薬…に…盤繍嚇鱸織瀧鵜鰯砿諜
らうという氣持は至然持っていなかった。彼は眞面目な不ソ連の復興五ヶ年計喪逢行に寄與しでゐる事は愛に大きな
平家であった。作業にも資こ熱心でおったので、嘘をつくものであらう。
怠け者が大嫌いであったし､幹部のボス的根性は最も排斥 ソ連人の計数の念の薄い事を日本人は馬鹿にしておるが

．それは俘塵のひがみから來てゐる事が多い。仲湾、何う【し
してゐた。そ．うした彼であるから中隊長には氣に入られなて、計謹を樹てて、瀞も俊行ﾐして行くその手腕は大したもかつたし、生意氣な奴と睨まれてゐた。

のである。作業人員の配置も、その純換も鮮かなものがあ
死の前日、身禮の調子力悪く、正午頃作業を中止して蹄り、吾堂は溌定以上の仕事を何時もさせられてゐた厳であ
って來たのであるが‘その晩除長と口論して､翌日は作業る。
に狩り出された．

二十貨車に乘って
「貢られたけんかは買はなければなる童い』と言って出

て行った後の悲痛潅言零群に蕊湯｡…の富璽陣識繊圖鶏鯛撫霞麓懸豐諒磯には元氣良く働いてゐたという。
東に行く日本人の便乘する列車を見たとか、或は彼等と手

積載に従事した連中は、自動車に乘せて貰って歸るのがを振り合ったとか話す者が多くなった。然し、吾z‘､に對し
例であったが、その日は丸太を積み過ぎて、此の上人間をて鰻しぃ参の間、歸國の近い事を教えたソ連の將佼も、日
慧罐鱗鶚麓鶴撫繍繍鳶奎#鱒:鰯麓濯鰯翻職擾掌
歩くのが厭であったらしく、彼だけ皆の知らない丙に乘りはクイペシフヵ市に蹄って再び煉瓦を作る事に決った。何
込んだものら･しい･それとは知らない運韓手がキルカに向んな作業をやっても辛いのだ｡俘藤は餘程の病氣でない限
づて、プルンピードで錘簿じて行った。收容所近くになつりあくまで鋤かはければならないのだと諦め切ったのであ
て、彼は慌てて飛び降り'･暗闇の中に韓倒じた時に、後識る。四月十九日の夜半、吾盈は半日かかって積載した木材
の自動車に礫かれたものらしい。足から頭にかけてタイヤ．列車に謹鑑された貨車え乗り込んだ。翌朝吾燕の列車は貯
繍震鮎尭鰯鱸鰯鷲蕊懸塁驚蝋蕊馬齢難藤鰯愚謹末な暮標の下に埋ってゐる。

んだ河に春の陽が映り．河岸の樹糞は新生の息吹きをして
春待たで逝きし兵等の母さんとゐるo恵まれない吾凌にも何日かは希望の日が訪れること
叫べる鍵の野に満てるかなであらう。

‐-グ

吾凌が此所に働かせられてから、此の山で一鐙何の位の
仕事をしたのであらうか。此れが町の煉瓦工場ならば、毎． あとがき
日統計をとる係がゐるのであるが、此所の幹部は日報を出

護職繊繍瀦灌鰯繍雛黙鰯職壽熱
彗溌芳呈駕蕊6諒阜9懸聡鮮蝋鱸欝総懸驫護騨皇繍
二、○○○立方米，薑材三○o○立方米．薪一、○○○立に夢にまで見た禰國を踏んだが、想際したよりも感激に燃
方米と栂算した｡提察した人員は二十三粁地熱二五○人、え立たなかった事が意外であった。函館の街の溝に大根の
十一粁地熱一五○人、キルカニ○○人計六○○人で、此の青い葉が澤山棄ててあるのを貝rて勿燈ないと思い、商店と
人員の中には病人と間接的作業人員も舍まれて、日本人の商品の多いのにはびっくりしたものである。全部の駿字である。トラックの運韓手が戸シア人の他は、

爾來学年餘､､インフレの荒波に溺れまいと苦慰してゐる
凡ゆる作業部門に日本人が従事した。．～が、兎もすれば挫ぢけそうな氣持を鞭礎する材料が、入ソ，"ミ

ソ連の森林が國有で､､その企業が國誉であることはいう中の燈慰を赤裸公に記したr心の手記」であった。ああ澆
董でもな1‘､。材業の經誉が何んな組織で行われてゐるのか．かなけれぱと何度思ったか知れない。薄れ行くその記憶を
判っきりした事は知らないが、キルガのカントーラ〔事務，引とめ濠と焦った。そう淀忘却の彼方に没しない丙に何と
所）から指示を受けてやってゐる。企業長と收容所長とのか書き残したいと思ってゐたが、仲女きっかけ力§なかった
間に作業に關する種凌な條件が決って、請負契約が取り交そうしてゐる丙に長兄原忠平氏からシベリアの臘験記を書
され5"吾凌力鍔働させられるものらしい。作業の肖捧を上けと叱吃されたので、ペンを取り、一氣河成に書いたのでげ砿ぼ賃金が多く挑ほれ､吾a:の待遇も良くなるのだそうある。（一九四八・六．一○）●
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午後1－8時於；本會事務室、
肩郵甦澄謎冬麺塞計5名出席者松川理率長以下鄭務常務各理事計5名

110月2日に顧問及理噸の合同懇談會を開催する
2．外噸1場林業技術員援謹會の蓮菅について
3、本年度補正謹算案

等を審識決定し、引き綴いて會誌第2號の編輯方針を
協議、午移8時散衝した。、

立夏皇_良遮倉~午後3時-5時於郷林町_北海寮
出席者松川理顎長以下各理事及監頚，計13名
1、大塚良融氏を本餅顧問に推薦する
2，從來木曾丙にあった外地引錫林業技術員援謹會は別
途會計を以て任意鳳臘として塾醤し相徽成果を學げて
來たが同會は解散して其の業務を本會に継承する（但
し名穂は存綾する）．

3，本年度補正識算案に關する件
等羨'審議法定したへ

E-7時於凱確寮

一函中て八〕、漆
願間及び理事合同懇談曾 10月2日午後

出席者三浦〔辰､、早尾、倉田、太田、田中〈八)､漆
山、大塚の各顧問及び松)1淫事長以下各理事及
監事計20名

穆川理事長挨拶の援禾街の蓮登その他について隔意なき
意見の交換を行ひ各顧問より種友有盆な指示があって極
めて意義深く午後7時散脅した。
XXX

因みに木曾の顧問了次の各氏であって日頃の御指導を感
謝し、塗國曾員に御紹介しますo
太田勇治郎氏、呼中八百八氏、漆山雅喜氏、植扱健
氏、倉田吉雄氏吉田正男氏、藤岡炎長氏、三浦辰雄
氏､早尾丑職氏､大塚良對氏、
外地引揚林業技術員援謹璽

こ依って本會丙に設けら昭和21年7月早尾前理事長に依って本寳内に該けわ
れ別途會計を以て運壁し相職の賓綬を雲げて來たが、今
回各種事情に依り同曾は一應解散して、今後は本會の事
業とし$て其の業瀧を一骸継承することに理事會に於て決
定された。尚從來授謹衝の理事として同會の爲めに壼力
された次の各氏は引綴倉本曾丙の援護倉委員として御協
力を願ふことになって居る。
（顧問）早尾丑暦氏、（委員長)･松)1嚴佐氏、（委員）玉
手三乗壽氏､飯息濫氏､伊藤重次鄭氏､富田重醍氏､明
永久治郎氏、上野忠貞氏、松原茂氏。
筒最近に於ては同會はS月699月27日9月24日
10月29日と毎月一回乃至室回打合會を開催して居るc
･外地林業懇譲會

松川恭佐氏の主唱に依り職前外地の林業にたづざおって
居た者が相互の親善と扶助を岡る目的を以て懇話會が設
定され、第一回は9月21日、第二回は10月21日と
その曾合を開催した。朝鮮、樺太､肇漣､流洲、中國、
南方等外地の各方面に活躍した林業關係者の集ひである
筒その頚務所を木簡丙に置いて居る命
穣助員加入申込渚次の通り賛助員の加入申込があった。
､その協賛に深謝して庇〈脅員に報告する。
東京都蕊東腫浅草雷門悌伺木材、和田常次郎殿

《砺岫

東京都中央瞳日本穂室町三荊銅量操様式會節殿
桐生市本町ナシヨテルパークエ業諜式會耐殿
熊本縣八代市王子製紙採式會斌八代工場殿

午後2時－4時於本會10月23日輪雰理惑會

．主として『林業技術’第3．銭驫輯に關して凝議した。
出席若松川理事長以下5名
塗醒蕊遜管雑帳の蕊惇倣堂墜罐煽
め10月23日－12月1日の譲定を以て青森方面に出張
中。

|編輯後記’
o堀江氏のタイカーは本職を以て総緒する。極まめシペリ
ヤで四慶びの参を迦へ、遥か祁國の崖に思ひを定せて伐採

に、操縦に、いそしんで居る40麓同胞の心情は察するに
除りがある○○本甑に荻原氏は凋築試験の在り方を示唆し
植杉氏の赤松伐灘齢は生きた學術報告である。剃業技術者
たる者は誰しもこの様な眞剥な態度を以て山と取り組み度
いものである○○大沼氏の記事ほ至鐸を載琶度かつた力翻
鐸鯉の問題もあって、極く一部の抄録に限られたことは惜
しいbN.R,SのBiShop氏の厚意に依る事を附記する。

筒そのE氏から木曾に海外の目新し､、賓溌を照られた。次
談以下に綾凌詔介出來る譲定であ愚oO極本丸島雨氏に依
る製材歩止b、その他藷林氏、小赫氏の各蔑事は何れも特
に本誌への養稿である。最近に至って斯檬に會員からの種
極的の投稿が輔えてきた事ほ嬉しぃ限りであるoOそれと
同時に新入曾員の申込が殺到し本誌第1號が1CCO部餘り

り増刷にも係らず不足を衆した位である。この調子だと本
會が木欝に林業技術者を縦雛する會團となる日も窪いこと
ではなからう。あくまで『澗薬技術」を中軸として會の使
命を眼力に推進し度い･（松原記〕
××X

會費について….．髭款第26條に依ってr會員の會費は網．
會に於て定あ為」ことになって居るが、木年度分は一入営
り60圓ですo(!雑誌代不要）
筒未納の方は至急郷込んで敏く蟻お願して置き､まず。

撫瀞爾:墨‐
定使金25圓邊溌4圓

|肺孟 ’
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器鱈 画鶚

好評森林農藥と撒布機
東京農藥株式會祇

ノ

東京。日本橋室町・三井'ﾖル

器厘 器 鵲

&DDT乳割20%e ◆東農混合撒粉機◆
〔統）躍略．テニ

DDT乳鋤磯蕊として卓敷がある
ことは丙外に認識され葦した。稠の
害虫蔬菜の害虫等に效果百％

#500g瓶入20本箱詰

(目〕電略コサ

本磯ほ混合と撒粉との雨方に用ひる
事の出來る便利な撒粉機です､‘本機
を使ってむらなく經濟的に薬剤巻御
使用下さい。

6ケ詰

鵲、 謡 諾

"DDT水和齊12鰄令 や東農煙霧機◆
（統）蹴略テス

水和割の有敷成分含有量ば前記乳剤
と同溌で水和性の紛測、今迄藥割で
は騒除出來なかった虫にも有数です

500g袋入50袋詰

小志恥蝋驫鍾I難h承
で初めて煙霧機を完成しました、本
機は粒勃ミー○○○に分れて唆口を
出るため霧状となり麹頴薯侠です
2，5馬力1臺詰

r

鶚種 鵲 鶚
"DDT""IIo粉齊I｜

′

<銃〕電略テブ
抄水和硫黄割ゅ ノ

噌）電略キス

麥の鐇病白溌病を初め軍配虫赤擬
二、桑の介蛎虫蕊捺等に卓敷あり十
借程度にうすめ撤務しても有数です
500g袋入50袋詰

有数成分としてDDTを一○％含有
五％含有二・五％含有の三種があり
ます｡粉末度二○○日本筋目以上っ

500g袋入50袋誌

●

鵲＠ 鶚
定
償
二
十
五
圓

澱◆BHO水和割五◆ 今懸農展着剣◆
《目）電略ヒス

或種の害虫に對してはDDTの五倍
の殺虫能力があるとされて居る新薬
剤です、水和剤と乳剤があります。

500g獅入50袋詰

噌）電略キテ

本郷はサポニン、ヂオステン植物膠
質等に或穂の貴重蕊を加へ化學的に
製造した優秀な新展着割です

500g袋久50袋詰
I

鵲哩 器 器
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